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京都大学医学部保健学科業績 リス ト(2006年1月1日 ～12月31日)

看 護 科 学 コ ー ス

基礎看護学講座

著 書

菅 佐和 子=思 春 期 ・青 年 期 の心 理 臨床一 女性 の 場

合一.伊 藤美奈子編,思 春期 ・青年期臨床心理学.朝

倉書店=163-176.

若 村 智子1光 環境一明 る さと色彩.深 井喜代子監修,

基 礎看護学 テキス ト.南 江堂:147-151.

若 村 智子,堀 出佐知子,大 島理恵子:バ イタルサ イン

領域1日 常生活 と体温一体温調節 におけ る皮膚の役

割.基 礎看護学 テキス ト.南 江堂:436-437,

若 村 智子=病 床 にお ける明暗環境,深 井喜代子監修,

ケア技術 のエ ビデ ンス.へ るす出版:21-29.

原 著 論 文

菅 千索,菅 真佐子,菅 佐和子=対 人援助職 を目指

す学生 の適応 と情動知能 な らびにセル フ ・エステ ィー

ム と の 関 係 ヒュー マ ン ・ケ ア研 究,Zoos;7:

20…34,

堀 田 佐知 子,若 村 智 子,谷 口充孝,近 田敬 子,鵜 山

治1睡 眠時 無呼吸患 者 の睡眠 に関連 した生 活習慣 調

査.兵 庫県立大学看護学部紀要,2006;13:27-38.

総 説 ・その他

菅 佐和子=思 春期 の子 どもに関わ る教師 と親へ.児

童心理,2006;8:2-ll,

菅 佐 和子,宮 島朝子,若 村 智子:看 護 学生 の コ ミュ

ニケー ション能力 の醸成 をn指 す授業の試み,健 康科

学,2006;2:41-45.

菅 佐 和子:こ ころの理解 のエ ビデ ンス,臨 床看 護,

2006;10=32-12,168斗 一1692.

宮 島朝子=環 境調整の ための10の ヒン トー4コ ミュニ

ケー ション,NursingToday,2006;zi;25,

宮 島朝子:環 境調整の ための10の ヒン トー5生 体 リズ

ム.NursingToday,2006;zi:26.

宮 島朝 子1環 境調整 の ための10の ヒン トー8睡 眠.

NursingToday,2006;21:29.

坂 出 岳 彦,宮 島朝 子,見 寺 貞子,瀬 能 徹,小 山美

代:新 しい 「病 院のサ イ ンデザ イ ン」の提案一 リハ ビ

リテー シ ョン病棟 におけ る試 み.健 康 科学,20〔 〕6;

3:63-66.

学 会 発 表

堤 美幸,宮 島朝子=産 褥婦 に対す るメデ ィカルエス

テの効果.日 本看護研究学会第19回 近畿 ・北陸地方会

学術集 会,2006.3.,滋 賀,

上 原恵美,大 槻 秀美,金 子 ちあ き,宮 島朝子=「 ここ

ろ の健 康づ くり」 に携 わ る保 健 師の 意識改 革一 ア ク

テ ィウォッチ を用 いた支援 を通 して,第65回 日本公衆

衛生学会総会,2006.10,富 山.

大 井元晴,若 村智子1経 鼻陽圧呼吸療法の適応 ・効果

と限.界.X46回 口本呼吸器学会,2006.6.

若 村 智子,堀 円佐知 子,大 井元 晴lESSに よ る眠気

スコアが変化 しない閉塞生睡眠時無呼吸症候群患者の

nCPAP継 続 理 由.H本 睡 眠学 会 第31回 定 期学 術 集

会,2006.6,宇 都 宮.

近 藤雅 之,登 倉尋實,若 村智子,Ki-jaH,保 智 己,

森 出 健,大 石 正=漸 次的 な照度変動が睡眠中の深

部体温変動,尿 中メラ トニ ン分泌お よび起床時の睡眠

感 に与 える影響,日 本睡眠学会第31回 定期学術集会,

zoos,6,宇 祁 宮,

堀 田佐 知子,坂 下玲 子,若 村 智 子,近 田敬 子,鵜 山

治:睡 眠時無 呼吸症 候群(OSAHS)患 者 のCPAP療

法 継続 に 関 す る要 因 の検 討.日 本 看 護 研 究 学 会,

2006,S,別 府.

若 村智子:光 ・温度が ヒ トのサ ーカデ ィア ンリズム機

構 に及ぼす影響.琉 球大学熱帯生物圏研究セ ンター共

同利用研究会 「生物時計の多様性 と生態機能 に関す る

研 究の トピックス」,2006、9,国 頭 郡.

WakamuraT,OishiT,MuramatsuK,KiyaH,Kondo

M,KobayashiK,LaiY,YoncdaM,HaradaH,

IshimaruS,TokuraH:Influenceof3hrnaturalsolar

UVexposureoncoreandskintemperatureandfatigue.

8thinternationalcongressonphysiologicalanthro-

pology,2006.1Q,Kamakura.

KiyaH,WakamuraT,OishiT,KobayashiK,Kondo

M,KohT,IshimaruS.HaradaH,NishimuraS"1'okura

H,MuramatsuK,YonedaM:Effec[ofUltra-violet

exposureonsomeimmunologicalparamctersinhumans.

8thin[crna[ionalcongressonphysiologicalanthro-

pology,2006.10,Kamakura.

柴 田 真 志,若 村 智 子,柴 田 し お り:起 床 時 体 温 低 温 値

児 童 の 夜 間 体 温 変 動,第53回 日 本 学 校 保 健 学 会,
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2006.11,

ChikamoriE,Sudo1',MasudaA,MuramatsuK,

YonedaM,WakamuraT,LiY,TokuraH,OishiT,

EII'ectsoCUVIrradiationondieLocomotorAc[iviryand

BodyTcmpcramrcRhythmsinHairlessMicc.3rd

AsiaandOceaniaCongressofPhotobioLogy,2006.1L,

Beijing.

鈴木和代=看 護婦 ナ イチ ンゲールの誕生一 近代看護神

話 の語 りなお し一.第20ful日 本 看 護歴 史学 会学術 大

会,2006.8,東 京.

臨 床看護学講座

著 書

江 川 隆子,鷹 井清 古,笠 岡和 子,奥 津 文 子,本 田育

美,小 平京 子,神 山幸枝:こ れ な ら使 え る看 護診 断

第2版,医 学書 院,東 京,2006;総 頁237,

江 川 隆子,笠 岡和子,紙 野雪香,倉 光広子,大 徳真珠

子,藤 原正恵,本 田育美,増 田紀子,山 本洋子:江 川

隆子 のかみ くだ き看護診断 第4版.日 総研 出版,名

'占屋
,2006;総 頁171.

坂 出三 允総編集,赤 澤千春,他15名=精 神看護エ クス

ペー ル19,患 者 の安 全 を守 る看護 技術,中 山書 店,

2006;58-79,東 京,

林 優 子,櫻 庭 繁 編,赤 澤 千 春,他IS名1い の ち を

伝 え る 臓 器 移 植 看 護.メ デ ィ カ 出 版,大 阪,2006;

8-18,117-121,194-204.

原 著

新 谷 恵 子,江 川 隆 子,大 出 聡,石 出陽一,堀 上 健

幸,清 水美保,早 津美子,山 田裕治,飯 田博行,奥 宮

暁子,城 戸良弘1動 静脈痩造設後の血管成育 に及ぼす

運 動 負荷 の効 果,日 本透 析 医学会 雑誌,2006;39:

117-122.

本 田育美,大 徳真珠子,藤 原優f,江 川 隆子:糖 尿病

性足病変 の危険 因子指標 に対す る看護師 による足のア

セス.メン トの信頼性 に関す る検討.日 本糖尿病教育 ・

看護学 会誌,2006;10=R5-121.

大 徳 真珠子,本 田育美,奥 宮暁子,山 崎義光,笠 山宗

正,池 上博 司,宮 川潤一 郎,久 保 田 稔,江 川隆子:

セ ル フケ ア行 動 評 価 尺度SDSCA(TheSummaryof

DiabetesSelf-CareAc[ivivesMeasure)の 日本人糖 尿病

患 者 にお け る妥 当性 お よび信頼 性 の検 討.糖 尿 病,

2006;49:1-9.

総 説 ・その他

江 川隆子1透 析看護 にお ける看護の専門性 看護診断

の確認 と活用,看 護診断,2006;11=142-143,

江 川 隆子=ア セスメ ン トが得意 になる!看 護診断の

基本 を理解 しよう.プ チ ナース,2006;15128-33.

江 川 隆子=ア セスメ ン トが得意 になる!看 護診断の

基本 を理解 しよう.プ チ ナー.ス,2006;15124-27.

本 田育美,大 徳真珠7,江 川隆子:フ ッ トケ アのい ま

とこれか ら 欧米 にお けるフ ッ トケア関連研 究の文献

レビュー.看 護技術,2006;52:228-233.

学 会 発 表

松 本 珠 美,奥 宮 暁 子,江 川 隆 子:RootCarc

ConfidenceScalc日 本 語版作成 に向けての妥 当性 と信

頼 性 の検 証,第2s回 日本 看 護 科 学 学 会 学 術 集 会,

zoos.u.

AkazawaQ,OkutsuA,TeraguchiS,etal:The

RelationshipBetweenPostoperativePsychiatricDisor-

ders(YYDs)andYsychosocialFactorsinAdul[Living-

RelatedLiver1'ransplanta[ion(LACY)Recipients.

ITNS,2006.

OkutsuA,AkazawaC,TeraguchiS,etal=The

RelationshipBetweenPostoperativePsychiatric

Disorders(PPDs)andRecoveryProcessofAdul[Living-

RelatedLiverTransplantation(LACY)Recipients.

ITNS,2006.

西薗 貞子,赤 澤千春=臨 地実習 にお ける評価者間の評

価視点 の相違 と,今 後 の取 り組み課題の検討,日 本看

護研究学会,2006.大 分,

大 徳 真珠 子,江 川隆 子,藤 原優 子,山 崎 義光,船 橋

徹,笠 山宗 正,池 上博 司,宮 川潤 一郎,久 保 田 稔,

下 村伊一郎,奥 宮暁.了∵ 足潰瘍発症 リスクに合わせた

フッ トケア行動 に対す る看護介人の検討.第49回 目本

糖尿病学会年次学術集会,2006,5,東 京.

坂 部 まゆみ,安 達真 澄,小 幡 名加,藤 巻 由美 子,沢

丞,大 徳真珠子1外 来通院糖尿病患者 に対す るフ ッ ト

ケ ア介 入のセル フケア行動尺度 による評価の試み.第

49回 日本糖尿病学会年次学術集会,2006.5,東 京.

大 徳真珠子,江 川隆子1糖 尿病患者の爪 自癬 に対する

フッ トケア介入 の効果,第11回 日本糖尿病 ・教育看護

学会学術集会,2006.9,京 都.

天谷真奈美,柴 田文江,鈴 木麻揚:地 域生活を送る精

神障害者の社会資源の活用状況 と生活意識に関する検

討一社会復帰施設利用者 とデイケア利用者 との比較か

ら一.第37回 日本看護学会一精神看護一,2006.7,仙

台.

AmagaiM,$uzukiM,ShibataF,SekineT,Kobayashi

一ios一



業 績 リ ス ト

N,AbeY,YamashitaM,KayabaK:Instrument

llevelopmentinmeasuringtheSe1GE[ricacyScalefor

SocialPar[icipationinpeoplewhoareafflictedwith

Menta]Illness,andtoEvaluateitscons[ruc[validity,

9thIn[crna[ionalJournaloCBchavioraLMedicine,

2006.11,Bangkok.

SuzukiM,AmagaiM,ShibataF,AbeY,KobayashiN,

SekineT:FactorRela[edtoTheSelf-EfncacvCorSocial

ParticipationofPersonswithMentalDisabilities.9th

InternationalJournalo!BehavioralMedicine,2006.11,

Banekok.

ShibataP,AmagaiM,SuzukiM,SckincT,AbcY,

KobayashiN:EvaluationoCtheCriterionRclatcd

Validityof'theSelf-EfficacyScaleCorSocial

ParticipatiodCorpeoplewhoareafflictedwi[hmental

illness.9[hInternational
,JournalofBehavioral

Medicine,2006.11,Bangkok.

地 域 保 健 看 護 学 講 座 業 績

原 著

UcmuraK,KiharaT,KuzuyaA,OkawaK,Sugimoto

HShimohamaSandKinc}shilaA:Characterization〔 ♪f
,

N-cadherincleavagebyADAMIOandPres'enilinL.

NeurosciLet[,2006;402:278…13.

UemuraK,KiharaT,KuzuyaA,OkawaK,BitoH,

NinomiyaH,SugimotoH,ShimohamaS,andKinoshita

A:ModulationoCbeta-ca[eninnuclearsignalingvia

epsilon-cleavageoCN-cadherin.BiochemBiophysRes

Commun,2006;345:951-958.

桂 敏 樹,三 浦 範 大,高 橋 康 朗,久 本 誠 一,星 野 明

子,赤 澤 千 春,奥 津 文 子,中 川 亜 由 美1階 段 下 降 時 に

お け る 転 倒 高 齢 者 の 視 覚 に よ る 情 報 探 索 の 特 性 一 ア イ

マ ー ク レ コ ー ダ に よ る 転 倒 高 齢 者,非 転 倒 高 齢 者,巾

年 者,若 年 者 の 定 性 分 析 一.健 康 科 学,2006;2:

67-71.

KatsuraTMalsudaKYamazakiMHoshin〔}A:,,,

PrevalenceoCMetabolicSyndromein400,000Japanese

ResidedinAllPrefectures.JournalofHealth

Medicine,2006;14:46…53.

桂 敏 樹,星 野 明 子1地 域 高 齢 者 の 自 立 した 移 動 能 力

の 特 性 一 前 期 高 齢 者 と後 期 高 齢 者 の 歩 幅 に 関 連 す る 身

体 的 要 因 の 比 較 一.円 本 健 康 医 学 会 雑 誌,2006;14:

16-24.

桂 敏樹,松 出一美,山 崎真理,星 野明子=日 本人4.0

万 人 の2〔〕歳代 か ら70歳 代 までの 肥 満 の推 移一Body

MassIndexに 関 す るコホー ト研究 か ら一,日 本健 康

医学会雑誌,2006;15124-28,

桂 敏 樹,松 田一美,山 崎真理,星 野明子=高 齢者の

体重管理 と生活習慣病 に関す る縦断的研究.口 本健康

医学会雑誌,2006;15:2-8.

星 野 明子,桂 敏樹,山 本 昌恵:人 口空洞化地域 にお

け る高齢者 の 自立支援 のためのサ テライ トシステムの

構築一商店街空 き店舗 に設置 した 「す こやかサ ロン」

の開設 と活動状況一.日 本農村医学会雑誌,2006;55

4-02…407,

中澤 祐子,星 野明子,桂 敏樹:大 学生の育児意識 に

関する一考察,健 康科学,2〔}06;2173-78,

Kub⑪taM,NagasakiM,TokudomcM,ShhlomiyaY,

OzawaT,SatoY:Mechanicalhorsebackriding

improvesinsulinsensitivityinelderdiabeticpatients.

DiabetesResearchandClinicalPractice,2006;71

124…130.

総 説

木下彩 栄,安 藤功.・,植 村健吾:プ レセ ニ リン/γ セ

クレターゼに よるシナプス蛋 白質転写制御機構.生 化

学,2006;78=965-972.

成 木 弘 子:地 域 ケ ア の エ ビ デ ン ス;コ ミ ュ ニ テ ィ

リ ー ダ ー の 育 成 技 術.臨 床 看 護,2006;32

1731…1741,

学 会 発 表

木下彩栄,植 村健吾=プ レセニ リンの基質切断機構.

第4回 神経科学研究会,2006.ll,東 京.

植 村健吾,下 浜 俊,下 園 由泰,葛 谷 聡,木 下彩栄

:N一 カ ドヘ リンとプ レセニ リン結合 の制御 に関する

細胞生物学 的検討,第25回 日本認知症学会,2006.io,

広 島.

UemuraK,KuzuyaA,ShimozonoY,Shimohama5;

KinoshitaA:N-cadherincleavagebyADAMIOafter

NMDAreceptorstimulationisinhibitedamyloid-beta

pcptidcs.ThclOlhIntcrna【i〔}nalC〔}nfcr{〕ncc`}n

Alzheimer'sdiseaseandrelateddisorders,2006.7,

Madrid,

植 村 健 吾,葛 谷 聡,安 藤 功 一,下 浜 俊,木 下 彩

栄:Abe[aの カ ドヘ リン代 謝に.与える影響 について研

究.第47回 日本神経学会総会,2006.5,東 京.

KatsuraT.MatsudaKYamasakiM.HoshinoA:A,,,
pr`)spcctivcc〔}he}rtsludyc)ncて)rrclaしi〔}nbclwccnwcight

fluctuationandmetabolicsyndromein150,000Japanese

residedinallprefectures,Japan.International(:on一
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pressofAgriculturalMedicineandRuralMedicine,

2006.6,Lodi.

HoshinoA,Ka[suraT:Examinationofsatellitesystem

aialocalshoppingcenterforsnppor[ingindependent

livingoCelderlypeople.In[ernationaLCongressof

AgriculturalMedicineandRuralHcal[h,2006.6,Lodi.

久 保 田 正 和,越 中 敬 一,川 田 裕 樹,小 池 晃 彦,押 田 芳

治:10日 間 の 水 泳 ト レ ー ニ ン グ と低 糖 質 食 摂 取 が ラ ッ

ト骨 格 筋 のGLUT-4蛋 白 量 に 及 ぼ す 影 響.第4.9回 日

本 糖 尿 病 学 会 年 次 学 術 集 会,2〔 〕06.5.東 京,

李'/,久 保 田正和,川 田裕樹,小 池晃彦,押 田芳

治=高 果 糖 誘発 イ ンス リ ン抵 抗性 ラ ッ トに対 す る

ARBの 効 果(第2報).第49回 日本糖 尿病学会年次学

術集会,2006.5,東 京.

宇 野智子,鈴 木麻里,OyunK,四 宮 葉一,小 澤 尚久,

越 智和弘,久 保 田正和,佐 藤祐造:脚 部他動運動機器

を川 いた高齢糖尿病患者 にお ける運動療法 に関する検

討.第49回 日本糖尿病学会年次学術集会,2006,5,東

京.

OvunK,久 保 田 正 和,宇 野 智 子,佐 藤 祐 造=Effectof

Mongolianplantsoninvivoinsulinactionindiabetic

rats.第23回 和 漢 医 薬 学 会 大 会,2006.s,岐 阜,

川田裕樹,久 保 田正和,小 池晃彦,押 田芳治=坐 骨神

経切 断が骨格筋へ の糖取込み とイ ンス リンシグナル伝

達 機構 に及 ぼす 影響,第61回 日本体 力医学 会大 会,

2006,9,宇 申戸,

講 演

木 下彩 栄:APPト ラ フィッキ ングとアル ツハ イマー

病.第83回 目本生理学大会 シ ンポジウム,2006,3,群

馬.

木 下彩栄:ア ルッハ イマ ー病の分子機構.京 都大学再

生 医科学研究所 セ ミナー,2006.7,京 都.

桂 敏樹=最 近太 り気味が気 にな りませんか.東 山区

粟田老 人デ イサ ー ビスセ ンター講演,2006.3,京 都.

桂 敏樹:体 重管理 と健康,東 山区粟田老人デ イサー

ビスセ ンター,2006.8,京 都,

桂 敏樹1転 倒予 防一 転 ばぬ先の…….2006.10,京

都.

桂 敏樹=寝 た き りにな らないため に.2006、12,京

都.

成 木弘子1関 係づ くりとニ ーズの顕在化 「看護活動 に

お けるニー.ズの把握方法」,日 本看護技 術学会 第5回

学術 集会,2006.u,岡 山,

家族健康看護学講座業績

著 書

我 部 山 キ ヨ子編著=臨 床助 産師必 携第2版.医 学 書

院,東 京,2006.

我 部 山キ ヨ子他=系 統別看護師国家試験問題解答 と解

説zoos,医 学 書 院,東 京,zoos,

原 著 論 文

田中優子,野 口裕.7,鈴 木 真知子:在 宅 におけ る超重

症児 の子育 て と子育 て支援 に関す る文献検討.H本 赤

十字看護大学紀要,2006;6=29-37..

松 崎 政代,春 名め ぐみ,大 出え りか,渡 辺悦子,村 山

陵子,塚 本(渡 邊)浩 子;妊 娠 中の酸化ス トレスマー

カー としての尿 中バ イオ ピリ ン,日 本助 産学会 誌,

2006;20:40-49

総 説 ・その他

我 部山キ ヨ子:図 解助産師の ための フ ィジカル イグザ

ミネー シ ョンー終章妊娠期の トラブルや胎児 に関する

診 察 の ア ドバ ンス ト編 助 産 雑 誌,2006;60:

898-904.

永 山 くに子,我 部山 キヨ子;EUP11国 に おける助産師

の卒前教育一 ドイッ ・オラ ンダお よびスウェーデ ンの

調査 よ り一,健 康科学,2006;3149-53,

我 部lllキ ヨ子,永 山 くに子lEU諸 国 における助産師

の卒前教育一 ドイツ ・オラ ンダお よびス ウェーデ ンの

調査 よ り一.健 康科学,2006;3=55-61.

池 添 冬芽,我 部 山キ ヨ子=女 性の こころ とか らだの相

談室.健 康科学,20〔}6;3=35-37,

齋 藤 ゆみ,稲 本 俊,我 部 山キ ヨ子,他ll名:「 がん

患 者 さん とその ご家族 の ための ウエル ネスセ ク シ ョ

ン」研究会 の活動.健 康科学,2006;3:45-48.

鈴 木 真知子1小 児 リハ ビリテーシ ョンにおけ る海外で

の現状.小 児看護,2006;29:ll37-1140.

鈴 木真知子=長 期療養児の在宅 ケア支援 システム を構

築 して。看護教育,2006;4i:389-393.

鈴 木 真知子,多 口羅勝義,河 原仁志,石 川悠加1長 期

療養 児の在宅 自律支援 プロ グラムー 口本の小児在宅人

工呼吸療養支援 とニュージ ャージー州の プログラム を

比較 して一.一2005年 度 報告一.平 成n年 度1,411在宅 医

療助成 勇美記念財 団助成金助成対象事業研 究報告,

2006.

鈴 木真知子=在 宅生活 を支 える訪問看護のあ り方 を考

える.訪 問看護 と介護,2006;ll=139-148,

一iio一



業 績 リ ス ト

塚本(渡 邊)浩 子,福 岡秀興,杉 山 隆,永 井 泰,

小笠原加代子1妊 娠中の脂質代謝の変化 と胎児発育に

及ぼす影響.平 成17年 度厚生労働科学研究補助基金子

ども家庭総合研究事業分担研究報告書,2006;48-54.

福 岡秀興,下 村達郎,塚 本(渡 邊)浩 子,向 井仲 治,

永 井 泰=胎 児期 の栄養 管 理 と生活 習慣(成 人〉病

(Cetaloriginsofadultdisease;FOAD>,臨 床 婦 人科 産

科,2006;60=296-301,

学 会 発 表

宮崎つた子,橋 本伸清,杉 嶋克之,井 倉.政,我 部山

キヨ子:中 学校での積み上げ教育の取 り組み一命の大

切 さを学ばせる体験活動報告一.第25回 日本思春期学

会総会 ・学術集会,2006,大 阪.

井倉一政,宮 崎つ た子,橋 本伸清,我 部山キ ヨ子:中

学校 での積 み上 げ教育の取 り組み一3年 生 に対する事

後 ア ンケー トか らの検討一.第25回 口本思春期学会総

会 ・学術集会,2006,大 阪.

千 葉 陽子,金 岡 緑,我 部 山キ ヨ子,菅 佐 和子:幼

少期 における親 の養育態度が現在の親子関係 に及ぼす

影響(第1報)一 大学生 と父親 との関係性.第53回 日

本小児保健学会,2006,山 梨,

金 岡 緑,千 葉 陽子,我 部 山キ ヨ子,菅 佐 和子:幼

少期 における親 の養育態度が現在の親子関係 に及ぼす

影響(第2報)一 大学生 と母親 との関係性.第53回 口

本小児保健学会,2006,山 梨.

井 倉一政,宮 崎つ た子,我 部 山キ ヨ子=父 親の成長発

達 に関す る研究一世代 間比較 を通 して一 第53回 日本

小児保健学会,2006,山 梨.

岡 島文恵,我 部 山キ ヨ子,金 岡 緑,宮 中文子,澤 本

万紀子,千 葉陽子,山 口琴美=助 産師学生の臨床経験

に関す る研究(第1報)一 教 .員が必要 と考 える臨床技

術 回数 と経験 させ たい技術.第47回 目本母性衛生学会

総会 ・学術集会,2006,名 古 屋.

金 岡 緑,我 部 山キ ヨ子,岡 島文恵,宮 中文子,澤 本

万紀子,山 口琴美,千 葉陽子=助 産師学生の臨床経験

に関す る研究(第2報)一 教員が学生 に求め る卒業時

の臨床技術到達度 につい て.第47回 日本母性衛生学会

総会 ・学術集会,2006,名 古 屋,

車 井里衣,坊 農 まゆみ,浜 田彩香,中 江令子,我 部山

キ ヨ子:20歳 前 後 の女性 にお ける冷 えの実態 と月経随

伴症状 の関係.第47回 日本母性衛生学会総会 ・学術 集

会,2006,名 古 屋.

友 野鮎子,中 村理恵,松 本理加,佐 々木麻江,我 部山

キ ヨ子=ア ロマセラ ピー導入 による月経随伴症状 の緩

和一吸入法 の施行時 と未施行時の比較一,第47回 日本

母性衛生学会総会 ・学術集会,2006,名 古 屋.

森 千春,宮 崎つ た子,本 田育美,我 部山キ ヨ子:大

学生 におけるボデ ィイ メージ とダイエ ッ トの関連1生一

男子学生 と女子学生 の比較.第47回 日本母性衛生学会

総 会 ・学術集 会,2006,名 古 屋.

村 地知子,後 藤理絵,加 納友子,中 村絵実子,三 和純

子,村 上佳奈子,我 部 山キ ヨ子:膀 帯血採取 ・保存 ・

移植 に関す る助産 師の意識調査.第47回 口本母性衛生

学会総会 ・学術集会,2006,名 古 屋.

伊 藤久美子,月 僧厚子,我 部 山キ ヨ子,清 野喜久美,

瀧澤和子,平 畠功二=上 の子立 ち会い出産 を経験 した

上 の子 の誕生児へ の反応一産褥1ヶ 月の母親への意識

調 査 よ り一,第47回 日本 母性 衛生 学会総 会 ・学術 集

会,2006,名 古 屋,

千 葉 陽子,金 岡 緑,我 部lhキ ヨ子,菅 佐 和子1親

の養育態度が子 どもの対人態度や生 き方志向 に及ぼす

影響(第1報)一 大学生 と父親 との関連性.第4i回 円

本母性衛生学会総会 ・学術集会,Zoos,名'占 屋.

金 岡 緑,我 部 山キ ヨ子,菅 佐和子,千 葉陽子=親

の養育態度が子 どもの対 人態度や生 き方志向 に及ぼす

影響(第2報)一 大学生 と母親 との関連性,'x,47回 日

本母性衛生学会総会 ・学術集会,2006,神 戸,

我 部lllキ ヨ子:夫 立 ち会 い分娩 にお ける夫への支援 に

関する研究一夫 の役割 と妻の評価か ら一.第26回H本

看護科学学会学術集会,2006,神 戸.

宮崎つた子,本 出育美,我 部山キヨ子=中 学生におけ

る健康行動 と蓄積疲労の関連性.第26回 日本看護科学

学会学術集会,2006,

本田育美,宮 崎つ た子,我 部 山キ ヨ子=大 学生 におけ

る健康行動 と蓄積疲労 の関連性.第26回 日本看護科学

学 会学術集会,2006,神 戸.

鈴 木真知子=中 ・四国地方 を中心 とした小児の 自律 に

向けた在宅 人工呼吸療養支援の評価.第16回 日本小児

看護学 会学術集 会,2006.7,横 浜,

鈴 木 真知 子:テ ー マ セ ッシ ョン(地 域 ・学校 との医

療 ・看護 の連携)話 題提供者.第16回 口本小児看護学

会学術集会,2006.7,横 浜.

鈴 木真知子1医 療依存度の高い小児の 自律 に向けた在

宅療養支援 の在 り方 の検討一米国 にお けるモデル とな

る事 例検 討か ら一.第26回 日本看護 科学学 会,2006.

12,神 戸,

松本桃代,小 笠原加代子,塚 本(渡 邊)浩 子,永 井泰
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:当 院 におけるPIH予 防 を主 とした至適体重増加 の

検討.第10回 口本病態栄養学会,2006.t,横 浜.

石 円貞代,望 月好子,塚 本(渡 邊)浩 子,佐 藤千史:

褥 婦へ の咀噛指導 の産後6ヶ 月にお ける有効性.第20

回 日本助 産学会,2006,3,東 京.

FukuokaH,Tsukamoto(Watanabe)H,YoshiikeH,

NagaiY&OgasawaraK:Maternalnu[ri[ioninducing

CoalimprintingCorCuturchcaLthanddiseaseThe

Kc)rcanNutritionSocietySpringSY'mV〔 ♪sium,2006.5,

Seoul.

塚 本(渡 邊)浩 子,福 岡秀興,永 井 泰,小 笠原加代

子:妊 娠 中の脂質お よび血 中ケ トン体値の推移 と出生

時体 重,第so回 日 本産科 婦 人科栄 養 ・代謝研 究 会,

2006,8,東 京.

山 谷育子,塚 本(渡 邊)浩 子,福 岡秀興,石 田裕美,

上 西・・弘:中 学高校生男女の脂質代謝 と身体組成お よ

び生 活習慣.第30回H本 産科婦 人科 栄 養 ・代 謝研 究

会,2006.8,東 京.

福 岡秀興,塚 本(渡 邊)浩 子,瀧 本秀美,吉 池信男:

成 人病胎児期発症(起 源)説 か ら妊婦栄養 を考える.

第28回 日本 臨床栄養学会,2006.9,東 京.

検 査 技 術 科 学 コ ー ス

著 書

笹 田昌孝:穎 粒球 の生化学 とエ ネルギー代謝,浅 野茂

隆,池 田康 夫,内 山 卓 監修,三 輪 血 液病 学.第3

版,東 京:文 光堂,2006;276-288.

笹 円 昌孝:穎 粒球 の機能.浅 野茂隆,池 円康夫,内lll

卓 監 修,三 輪血液病学.第3版.東 京=文 光堂,2006

288-298.

笹 田 昌孝:薬 剤 と血液疾患.浅 野茂隆,池 田康夫,内

山 卓監修,三 輪血液病学.第3版.東 京1文 光堂,

2006;1855-1566.

笹 田 昌孝=高 尿酸血症 ・痛風の治療 ガイ ドライン 第

1版(2002)解 説.山 口 徹,北 原 光 夫,福 井 次 矢

編,今 日の 治 療 指 針2006年 版,東 京:医 学 書 院,

2006;1604-1608.

笹 田 昌孝:適 応疾患 と治療2)重 症感染症①血液系.

正 岡 徹監修,静 注用免疫 グロブ リン製剤ハ ン ドブ ッ

ク.東 京=メ デ ィカル レビュー社,2006;38-47.

笹 出 昌孝=診 断のポイ ン ト.鎌 谷直之編,新 しい診断

と治療 のABC37代 謝.4高 尿 酸血症 ・痛風,東 京:

最 新 医学社,2006;71-76.

2007年

藤 田 正 俊=臓 器 移 植 患 者 を と り ま く諸 問 題 一 身 体 的 問

題 一.櫻 庭 繁,林 優 子 編,い の ち を 伝 え る臓 器 移

植 看 護.大 阪:メ デ ィ カ 出 版,2006;92-95.

舩 渡 忠 男,高 橋 美 奈 子=ア ン チ セ ン スRNAテ ク ノ ロ

ジ ー(歴 史 的 経 緯,臨 床 研 究,パ テ ン ト,海 外 の 研 究

動 向 な ど),RNAと 創 薬,2006;133-137,

杉 本 直 三:映 像 情 報 メ デ ィ ア 年 表:3.zメ デ ィ ア 工 学

2.2節 医 療 に お け る メ デ ィ ア 処 理.映 像 情 報 メ デ ィ

ア学 会 誌,2006;60(8)11222-1223.

池 本 正 生,深 津 敦 司,芝 紀 代 子=ブ ル ン ッ ェ ル

尿 ・体 液 検 査 一 基 礎 と 臨 床 一.東 京:西 村 書 店,

2006;3L4.

、F野 智 弘,水 崎 隆 雄=MRI顕 微 鏡 を 用 い た3He-4He

混 合 液 体 の 界 面 形 状 へ のCasimir効 果 の 検 証,第22回

宇 宙 利 用 シ ン ポ ジ ウ ム 会 議 録,2006;221168-171,

陳 夢 元,上 野 智 弘,福 田 耕 治,佐 々 木 豊,松 原

明,水 崎 隆 雄:MRI顕 微 鏡 に よ る3He-4He混 合 液 体

相 分 離 面 の 可 視 化.日 本 物 理 学 会 講 演 概 要 集,2006;

61-1:799.

原 著

ShibaT,KakudaS,IshiguroM,Mori[aI,OkaS,

KawasakiT,WakatsukiS,KatoR:Crystalstructurcof

GlcAT-S,ahumanglucuronyltransferase,involvedin

[hcbiosynthcsisofthcHNK-1carbo6ydratccpitopc,

Proteins,2006;65:499-508.

KizukaY.MatsuiTTakcmatsuH.KozutsumiY
,,,,

KawasakiT,OkaS:Physicalandfunctionalassociation

oCgLucuronyLtransferasesandsulfotransferaseinvolved

inHNK-1biosynthesis.JBiol(:hem,2006;281

13644…13651.

YamadaH,AraiT,EndoN,YamashitaK,FukudaK,

SasadaM,UchiyamaT:LPS-inducedROSgenera$on

andchaneesinelu[a[hioneleveland[heirrelationtothebb

maturationoChumanmonocytc-deriveddcndriticcells.

Li&Sci,2006;78:926…933.

NishimuraT,NishidaN,KomedaT,FukudaY,IkaiI,

YamaokaY,NakaoK:Genome-widesemiquan[ita[ive

microsa[elli[eanalysisofhumanhepatocellular

carcinomadiscre[emappingofsmallestregionof

overlapoCrecurrentchromosomalgamsandlosses.

CancerGeneticsandCymgene[ics,2006;167:57-65.

NishidaNKomatusYKomcdaTFukudaY:
,,,

Interferon-aimprovesboneresorptionandosteopeniain

patientswithchronichepatitisC.Hepatology
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Research,2006;34:222…227.

MitaniS,FujitaM,ShirakawaT:Circadianvariationof

cardiacautonomicnervousprofileisaffec[edinJapanese

ambulancemenwithaworkingsystemoC24-hourshifts.

IntArchOccEnvHca,2006;79:27-32.

MitaniS,FujitaM,SakamotoS,ShirakawaT:Effectof

autogenictrainingoncardiacautonomicnervousactivity

inhigh-riskfireserviceworkersforposttrauma[icstress

disorder.JYsychosomRes,2006;60:439-444.

YamanakaK,FujitaM,DoiK,TsuneyoshiH,

Yamaza[oA,UenoK,ZenE,KmnedaM:MuL[islice

computedtomographyaccuratcLyquantiflcsIcCtatria)

sizeandfunctionaftertheMAZEpmccdurc.

Girculatioq2006;L14(SupplI):1-5-1-9.

PremaratneGU,TambazaK,FujitaM,LinX,

KanemitsuN,'1'omitaS,SakaguchiG,NakajimaH,

IkedaT,KomedaM:Repeatedimplanta[ionisamore

effectivecelldeliverymethodinskele[almyoblast

transplanta[ionforra[myocardialinfarction.CircJ,

2006;70:1184-1189.

HiroseK,FujitaM,MaruiA,AraiY,SakaguchiH,

HuangY,ChandraBIRS,TabataY.KomedaM:

CombinedtreatmentoCsustained-releasebasicfibroblast

growthfactorandsarpogrela[eenhancescollateralblood

floweffectivelyinrabbithindlimbischemia.CircJ,

2006;70:1190-1194.

MitaniS,FujitaM,NakataK,ShirakawaT:Impactof

post…traumaticstressdisorderandjob…rdatcdstresson

burnout:astudyoCfireserviceworkersJEmergMed,

2006;3L:7…IL.

HiroseK,MaruiA,AraiY,Nomura"1',IuoueS,

KanedaK,Kami[aniT,FujitaM,MiisuyamaM,

TabataY,KomedaM:Sustained-releasevancomycin

sheetmayhdptopreventprosthe[icgraC[me[hicillin-

resistantstaphylococcusaureusinfection.JVascSurg,

2006;44:377…382.

三 羽 邦 久,藤 田 正 俊,三 ッ 浪 健 一,吉 田 章1ピ タ バ

ス タ チ ン の 脂 質 プ ロ フ ァ イ ル 改 善 効 果,診 療 と 新 薬,

2006;43:275…279.

三 羽 邦 久,藤 田 正 俊1若 年 者 に お け る 喫 煙 の 血 中 ビ タ

ミ ンE濃 度 に 及 ぼ す 影 響 の 性 差.JournalofCar-

dioLogy,2006;48:201-207.

藤 田 正 俊,舩 渡 忠 男,池 本 正 生,木 戸 隆 宏,三 谷 智

子,竹 田 真 由,猪 飼 亜 希 子,貞 任 梨 加:喫 煙 とDNA

障害 マーカーであ る ヒ ト白血球8-OHdGの 関 係.平

成17年 度 喫煙科学研究財 団研究年報,2006=li4-177.

舩 渡 忠 男,竹 田真 由IRNA創 薬 の ため の プ ラ ッ ト

ホーム技術一 ア ンチ セ ンス ・リボザ イム ・DNAザ イ

ム ・ガイ ドRNA・SMaRTに つ いて一.分 子 細胞 治

療,2006;5=427-435,

舩 渡 忠男:遺 伝 子検査 の新 しい流 れ,検 査 と技 術,

2006;34:JOOO…1006.

舩 渡 忠男:遺 伝.子検査 の新 しい流れ.日 本臨床検査専

門医会,2006;24126-30.

舩 渡忠男:遺 伝子検査 を中心 に.医 療 と検査機器 ・試

薬,2006;29=195-207.

AbeS,FunatoT,TakahashiS,YokoyamaH,

Yamamoto ,],TomiyaY,Yamada-FujiwaraM,Ishizawa

K,KameokaJ:KakuM.HarigaeH,SasakiT;

IncreasedExpressionoflnsulin-LikeGrowthFactorIis

AssociatedwithAra-CResistanceinLeukemia,

TohokuJExpMed,2006;209:217-228.

舩 渡 忠 男=造 血 器 腫 瘍 の 検 査 一 検 査 と臨 床 の 対 話.日

本 検 査 血 液 学 会 会 誌,2006;lll58-159,

舩 渡 忠 男,竹 田 真 由:ア ンチ セ ン ス 創 薬,蛋 白 質 核

酸 酵 素(PNE),2006;51:25]5-2520.

舩 渡 忠 男,竹 田 真 由:リ ア ル タ イ ムYcxに よ る 遺 伝

子 定 量 法 に お け る 精 度 保 証.臨 床 病 理,2006;54:

910-917.

舩 渡忠男=血 球分析検査 を中心 に.医 療 と検査機器 ・

試薬,2〔}06;29=293-307,

舩 渡 忠男:食 品細菌検査 を中心 に,医 療 と検査機器 ・

試薬,2006;29:439-449.

舩 渡 忠男:臨 床検.査に統計解析の普及 を 目指 して.医

療 と検査機器 ・試薬,2006;29:55i-571.

原[亮,中 沢 一 雄,杉 本 直 三,関[博 之,英 保

茂=冠 動脈造影像 のパ ノラマ動画像の作成 生体医工

学,2〔}06;44=un-ll3,

関 口 博 之,杉 本 直 三,川 人 充 知,李 鍾 大,中 野

顕,藤 円正俊,英 保 茂1シ ネア ンジオ画像か らの心

筋灌流評価法.信 学技報,2006;105:ll7-120.

SekiguchiH,SugimotoN,KawahimM,LeeJD,Nakano

A,FujiiaM,EihoS=Animagcproccssiπ 亘gonrcgular

coronaryaugiogramsCormyocardialperfusion

measurementCompu[ersinCardiology,2006;33'.

821-824.
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UrayamaS.SugimotaN,JouoH.YamamotoT.Azuma
'1'
,'FsutsumiS,FukuyamaHFour-dimensionalMR

taggedimagingandimageprocessing.International

JournaloCComputerAssistedRadiologyandSurgery,

2006;1-Suppl:821-824.

0⑪iY,Satc)muraY,SckiJ,YanagidaT.ScivamaA:

Opticalcoherencetomographyrevealedinvivocortical

plasticityofadultmiceinresponsetoperipheral

neuropa[hicpain.NeurosciLetter,2006;397:35…39.

SeiyamaA:Virtuallycooperativityinmyoglobinoxygen

sa[uradoncwveinskeletalmuscleinvivo.DynMed5,

2006;3:1-S.

SckiJ,Sat〔>muraY,0{)iY,YamagidaT,SciyamaA:

VelocityprofilesintheratcerebralmiawesseLs

mcasurcdbyopticalcohcrcncctomography.Clin

HemorheolMicrocirq2006;34:233…239.

SaseI,Taka[sukiA,SekiJ,YanagidaT,SeiyamaA

Noncon[ac[Backscatter-ModeNear-lnfraredTime-

RcsoLvcdImagingSystem:PreliminarySmdyCor

FunctionalBrainMapping.JBiomcdOptics,2006;

1LO54006(1…7).

MurayamaH,IgarashiM,MoriM,FukudaY,Ikcmoto

M,NagataA:AsensitiveF.LISAforserumornithice

cazbamoyltransfrraseu[ilizing[6cenhancementof

immunoreactivityatalkalinepH.ClinChimAc[a,

2006;368:125-130,

YamamotoY.HataK.OhsakiH.YamanushiT,,,,

ShiookaT,NakanoM,HirakawaE:Thequantitative

mRNAdetectionoCpodoplanininbodycavityHuids.

Kagawa ,JournalofObstetricsandGynewlogy,2006;8

19…22.

平川栄一郎,山 本康子,塩 岡忠夫,白 石 誠,中 野正

行,白 川敦子,伊 藤信行,岡 田正則,小 野和恵:体 腔

液細胞診 を用 いたテロメラーゼ活性 とhTERTmRNA

の発 現,香 川県支部会報,2〔}06;is=16-18,

総 説(雑 誌の依頼原稿等)

木 塚 康 彦,岡 昌吾lGlcAT-P,Glc.AT-SとSulfa-T

との複合体 の形成 と活性の増強.特 定領域研究 グライ

コ ミクスの歩 み,2006;8.

笹 田e孝,伊 藤洋志,山 下浩平=薬 剤 による白血球機

能障害.血 液 フロ ンテ ィア,2006;is:1625-1630.

幣 憲 一郎,稲 垣 暢也,笹 田昌孝=高 尿酸血症 ・痛風

患者 の栄養管理今昔,医 薬の門,2006;46:278-za2,

笹 田 昌 孝,山 下 浩 平1高 尿 酸 血 症 の 治 療,治 療,

2006;88:2697…2701.

笹 円 昌 孝=望 ま しい 医 療 人 の 育 成 に 向 け て.京 大 白

菊,2006;45:6-8.

池 本 止 生,伊 藤 洋 志,山 本 康 子:ブ ル ン ッ ェ ル 尿 ・

体 腔 液 検 査 基 礎 と臨 床.西 村 書 店.

講 演

OkaS,KizukaY,KakudaS,MoritaI,YamamotoS,

KawasakiT:FunctionandRceulationoCtheHNK-Ib

CarbohydrateintheNervousSystem.Glycol20065th

IuternationaLSymposiumonGlycosykransCerases,

2006.6,Tsukuba.

岡 昌 吾:HNK-1糖 鎖 の機 能.第4回 糖鎖科学 コン

ソー シアム シンポジウム,zoos,io,東 京.

笹 田 昌孝=「 健康 都市一長浜」 に向けて,0次 予 防健

康づ くり推進 フォーラム 基調講演,2006.1,長 浜.

笹 田昌孝:健 康づ くり,大 阪国際サ イエ ンス クラブ第

89同 技術 サ ロン,2006.2,大 阪

笹 田昌孝=健 康づ くり,第ll回 神 鋼病院院内合同研 究

発表会特別講演,2006.5,神 戸.

笹 田昌孝=健 康つ くりの京大方式,平 成18年 度 関西六

成会 ・中陽会 第16回 大会講演会,2006.6,京 都.

笹 田昌孝:健 康づ くりと医療人の これか ら.京 丹後市

講演 会,2006.7,京 丹 後.

笹 出昌孝=望 ましいチ ーム医療 に向 けて.第10回 周 術

期管理 と急性浄化研究会 教育講演,20〔}6.1〔〕,静 岡,

笹 田昌孝:好 中球 の功 と罪.第17回 静 岡県血液疾患研

究会特 別講演,2006.10,静 岡.

笹 田昌孝:ヒ トにおける薬物誘発性血液疾患.日 本毒

性病理学会教育委員会第7回 教育セ ミナー,2006.ll,

名古 屋.

笹 田昌孝=日 本 人の健康 をつ くる 望 ま しい医療人 を

め ざして一,愛 媛県立医療技術大学,20〔}6.ll,

藤 田正俊=ハ イリス ク患者 に対す るス タチ ンの使い分

け について一脂溶,iv十一,水 溶性 ス タチ ンとイベ ン トとの

関係 ～.第49回 目本糖尿病学会年次学術集会モーニ ン

グセ ミナー5,2006.5,東 京.

学 会 発 表

KawasakiT.MaBY.KawasakiN.OkaS:A,,,

multifunctionalC-typeLectiqmannan-bindingprotein.

Interactionwithcariousligands.20thIUBMB
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.業 績

InteanationalCongressoCBiochemistryandMolecular

BiologyandlIthFAOBMBCongress,2006.6,Kyoto.

KizukaY,MaedaN,KawasakiN,KawasakiT,OkaS

AuniquetypeoCHNK-1carbohydra[cexpressedon

phosphacanisbiosynthesizedbyGlcAT-P.20th

IUBMBIntcanatii)na且Gongress〔>fBiochemistryand

MolecularBiologyand--thFAOBMBCongress,

2006.6,Kyoto,

RabaM,MaRY,YukariM,KawasakiN,HiranoM;

KawasakiN,OkaS,KawasakiT:"1'helectinjacalin

inducesTLymphocy[eac[iva[ionthroughCD45

signaling.20[hIUBMBIn[cana[ionalCongressof

BiochemistryandMolccu且arBi〔>logyandlhh

FAOBMBCongress,2006.6,Kyoto.

HiranoM,MaYB,KawasakiN,OkimuraK,Kawasaki

N,OkaS,KawasakiT:Mannan-bindingprotein

bindingtomctalloprotcascsmcprinαandβrcsultsinthc

proteplyticac[ivityinhibi[ionand[hecomplement

ac[ivi[ion.20thIUBMBIn[eana[ionalCongressoC

BiochemistryandMolecularBiologyandllth

FAOBMBCongress,2006.6,Kyoto.

MoritaI,ShibaT,KakudaS,OkaS,KawasakiT,

WatatsukiS,KatoR:StructuralandBiochemical

StudiesonHumanGlucuronyltransferase,GlcA'1'一S,

InvolvedintheBiosynthesisoCtheCarbohydrateHNK-

1.20thIUBMBInteanationalCongressof

Biochcmis[ryandMolecularBiologyand--[h

FAOBMBCongress,2006.6,Kyoto.

NonakaM,MaBY,OtaniM,YamamotoA,MurataM,

ItoY,KawasakiN,OkaS,KawasakiT:The

physiologicalsignificanceo!intracellularmannan-

bindingprotein.20thIURMBInteanadonalCongress

ofBiochemistryandMolecularBiologyand11[h

PAOBMBCongress,2006.6,Kyoto.

殿 山 泰 弘,安 西 大 輔,大 上 志 穂,川 嵜 敏 祐.,岡 昌

吾:メ ダ カ 胚 発 生 に 関 わ る 糖 転 移 酵 素B4GALT2の

機 能 解 析,日 本 発 生 生 物 学 会 第39回 大 会,2006.5,広

島.

安 西 大 輔,.viii泰 弘,大 上 志 穂,川 嵜 敏 祐,岡 昌 吾

:メ ダ カ を 用 い たHNK-1糖 鎖 の 機 能 解 析.日 本 発 生

生 物 学 会 第39回 大 会,2006.5,広 島.

森 出 一 平,角 出 品 子,山 本 修 平,川 嵜 敏 祐,岡 昌

吾:神 経 可 塑 性 に お け るHNK-1糖 鎖 機 能 に 関 す る 研

究.第26回 日 本 糖 質 学 会 年 会,2006.8,仙 台,

1 ス ト

小 林 恭 子,陣 内 俊 和,角 田 品 子,木 塚 康 彦,高 橋

智,川 嵜敏 祐,岡 昌吾lHNK-1糖 鎖 生 合 成 酵 素

GlcAT-S遺 伝 子 欠損マ ウスの作製 とその生 化学 的解

析.第26回 日本糖 質学会年会,2006.8,仙 台.

笹 出昌孝=炎 症 における好 中球の二面性.第4fi回 日本

呼吸器学 会学術講演会 特別講演,2006.6,東 京.

常 峰 紘 子,山 下 浩 平,荒 井 俊 之,笹 田 昌孝,内 山

卓1細 胞透過性 プテ リン化合物の光化学反応が誘導す

る皮膚T細 胞 性 リンパ腫細 胞株 におけ る細 胞死 の解

析.第68回 目本血液学会 ・sy48回 日本臨床血液学会合

同総 会,2006.10,福 岡.

宮 原 裕子,山 下 浩平,三 好 隆史,高 折 晃 史,笹 出昌

孝,内 山 卓=日 本 にお ける家族性地中海熱の症例検

討.第68回 日本血液学会 ・第48回 日本臨床血液学会合

同総会,2006.10,福 岡.

三 好 隆 史,山 下 浩平,円 鳥 政治,Ih本 孝 吉,笹 円昌

孝:多 発性骨髄腫 の経過 中に化膿性膝関節炎で発症 し

た肺 炎球菌感染症 の一例.第 斗9回 日本感染症学会中 円

本地方 会総会,2006.10,金 沢.

福 出善弘=B型 肝炎 と診断後 にHCV感 染 が判明 した

3症 例.第8回 葵肝臓研究会,2〔}06.10,京 都,

山東 剛裕,勝 島慎二,米 田俊貴,福 田善弘lC型 慢性

肝 炎進行例 に対 す るYF,G/IFN治 療 成績 と肝疾患入院

イペ ンとの制御.第8回 葵肝臓研 究会,2006,10,京

都.

TcrasakiP'.ShimomuraH.TsukadaB.OhtsukaK
,,,,

KatashimaT.OhtsukaK.KitauraY.lkcmotoM,,,,

FujitaM:Enhancedexpressionofmyeloid-related

proteincomplex(MRP8/14)inmacrophagesandgiant

cellsingranulomasoCactivecardiacsarcoidosis.The

70[hAnnualScientificMee[ingoftheJapanese

CirculationSociety,2006.3,Nagoya,

AraiY,FujitaM,MaruiA,HiroseK,SakaguchiH,

HuangY,BirSC,lkcdaT,TabataY,KomcdaM

Combinedtreatmculofsustained…rcLcascbasicfibroblast

growthfactorandheparinenhancesangiogenesisin

hypercholesterolemicmousehindlimbischemia.The

70[hMnualScientificMee[ingof[heJapanese

CirculationSociety,2006.3,Nagoya,

MiwaK,FujitaM:Smoking-inducedoxida[ivestressis

signiftcan[inyoungerwomen.The70thAnnual

ScicntiftcMeetingoCtheJapaneseCirculationSocicly,

2006.3,Nagoya.

MatsumotoT,Fuji[aM,HorieM,TamtaniY,Yamane
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T,TakashimaH,SakaeI,MatsuoS,SomaA:The

impac[ofwhole-body,periodicaccelerationonvascular

endo[helialfunc[ionandnitricoxiderelease.The70th

AnnualScientificMeetingoC[heJapaneseCirculation

Socicry,2006.3,Nagoya.

MorimotoT,KawnmuraT,TakayaT,WadaH,

SunagawaY,Ikemo[oM,FujitaVI,KitaT,Hasegawa

K:Anaturalp300-specifichisioneacetyltransferase

inhibi[or,cureumin,represseshypertrophicresponsesin

cardiacmyocytesandprevents[hedevelopmentof

hyper[ension-inducedhear[failureinsalt-sensi[iveDahl

rats.ScielltiHcSessions20060ftheAmericanHeart

Association,2006.11,Chicago.

LinX,IshiiT,MatsuokaS,JoH,TambaraK,

YamamoroM,FujitaM,IkedaT,NomaA,Komeda

M:Control-releaseofMMP-lplasmidDSAimproved

contractilityandNa/Gacxchangeofcardiomyocytes

isolatedfromra[chronicmyocardialimam[ionhear[

ScientificSessions20060f[heAmericanHeart

Association,2006.11,Chicago.

MorimotoT,KitaT,KawamuraT,WadaH,Suuagawa

Y,HasegawaK,FゆtaM:p-300-mediatedinhibiti〔}n〔 ♪f

doxorubidn-inducedmyocardialcellapoptosisinvolves

ubiqui[in-dependentp53degradation.ScientificSes-

sions20060ftheAmericanHeartAssociation,2006.11,

Chicago.

BirSQRujitaM,HiroseK,MaruiA,AraiY,Sakaguchi

H,EsakiJ,HuangYJkcdaT,TabataY,K〔}mcdaM:

Ncwtherapeuticapproachforimpairedarterioacucsisin

diabeticmousehindlimbischemia.ScientificSessions

20060ftheAmericanHeartAssocia[ion,2006.1L,

Chicago.

Ka[ashimaT,TerasakiF,ShimomuraH,OtsukaK,

TsukadaB,MurakamiS,KitauraY,IkemotoM,Pujita

M:Enhancedexpressionofmyeloid-rcla[edprotein

complex(MRP8/14)predictsthescvcriLyandriskoC

complications'inacutemyocardialinfarction.Scientific

Sessions20060f[heAmericanHeartAssociatioq

2006.11,Chicago.

WadaH,OnoK,SamhN,KamedaS,Shinjoll,AbeY,

Kawamura"1',MorimotoT,Nakano"1',ShimatsuA,

FujitaM,HasegawaK:SolublePlk-1andso]ubLeTie-

2,endogenousinhibitorsoCendothelialcell-spceiflc

angiogenicsignals,arcincreasedinscrmnoCpnticnts

widemetabolicsyndrome.ScientificSessions20060f

theAmericanHeartAssocia[ion,2006.11,Chicano.

舩渡忠男,竹 田真 由,池 本正生,藤 田正俊1喫 煙障害

における酸化 ス トレスお よび遺伝・了一多型.第13回 口本

遺伝子診療学会,2006.7,東 京.

舩 渡忠男,竹 田真 由:ス トレス と遺伝子多型.第26回

H本 臨床化学会,2006.s,東 京.

FunatoT,TakedaM:De[ectionofDrugResis[ancein

Leukemia.The9[hInterna[ionalConeressoCthe

AsianSocietyoCCLinicaLPathologyandLaboratory

Medicine,2006.10,Japan.

舩 渡 忠 男,竹 出 真 山,七 澤 雅 治=自 動核 酸 抽 出 機

Bi・R・b・tEZIに よる全血 か らのRNA抽 出 の検 討.

第38回 日本 臨床検査 自動化学会,2006.IO,神 戸,

舩渡忠男=血 液細胞を用いた遺伝子検査標準化に向け

て,第38回 日本臨床検査 自動化学会,zoos.1Q神P.

舩渡忠男:造 血器腫瘍 にお ける抗が ん剤耐性獲得機序

に関す る研 究.第57回 日本電気泳動学会総会,2006.

io,浜 松.

舩 渡忠 男:ア ンチセ ンスRNAの 世 界.第57回 口本電

気泳動学会総会,2006.io,浜 松.

竹 田真 由,舩 渡忠男lPAXgcncBloodRNASystemを

用 いた 血液中RNAに お ける安定化の検討.日 本臨床

化学 会近畿支部総会,2006.12,大 阪.

杉 本直三,関 口博之,英 保茂,松 出哲也,水 出.忍,

浦 山慎一,今 村裕之=時 系列病理形態理解 に基づ く知

的GAD,多 次 元 医用画像の知 的診 断支援 シ ンポ ジウ

ム,2006,且,京 都,

杉 本直三,関 口博之,英 保茂,水 田 忍,松 田哲也,

浦 山慎 一;時 系列病理形態 琿.解に基づ く知的CAD.

JRG2006,2006,4,横 浜.

杉 本 直 三,今 村 裕 之,関 口 博 之,英 保 茂,水 田

忍,松 田哲也,浦 山慎一=時 系列病理形態理解 に基づ

く知的CAD.コ ン ピュー タ'支援画像 診断学 会大 会,

東 京,2006;10=27-29.

SeiyamaA,SekiJ:Concurrentmeasurementofhuman

brainfunctionusingiSIRS-tMRIandflVIRS-EEG.

The29thAnnualMeetingoftheJapanneuroscience

Society,2006.7,Kyoto.

精 山 明 敏,大 井 康 浩,関 淳 二:血 行 動 態 を 反 映 した

脳 活 動 計 測 法([LAIRSandCn1RI)の 神 経 生 理 学 的 背

景.第ll回 認 知 神 経 科 学 会,2006.フ,秋 出.

池 本 正 生,伊 藤 洋 志,山 本 康 子,江 川 裕 人,村 山

寛,戸 谷誠之,藤 田正俊:リ コンビナ ン トSlOOA8お
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よびSIOOA9蛋 白 の大腸菌 による発現 とその機能的役

割 につ いて(そ の3).第46回 口本 臨床化学会年 会,

2006.

伊 藤 洋志,山 下浩平,山 本徹也,笹 田e孝=好 中球の

遊 走 と活性 酸素産生 を制御す るpurinenucleosidesの

作 用機序 につ いて,第39回 日本痛風 ・核酸代謝学会総

会,2006.z,京 都,

伊 藤洋志,山 下浩平,三 好隆 史,常 峰(山 田)紘 子,

山 本孝吉,笹 円昌孝1細 菌感染巣 におけ る好巾球機能

制御一 プ リン体 の作用機構一.第80回 目本感染症学会

総会 ・学術講演会,2006,4,東 京.

伊 藤 洋 志,山 下浩 平,三 好 隆 史,岡 諭,山 本徹

也,山 本孝吉,内 山 卓,笹 田昌孝=プ リン体の ひと

つ,inosineに よ る炎症制御機 構一 好 中球 遊走お よび

Oz一 放 出の抑制作 用一,x;68回 日本血液 学会総 会 ・

第48回 口本 臨床血液学会総会,2006.10,福 岡,

伊 藤 洋志,山 下 浩平,三 好 隆 史,山 本 孝 吉,笹 田昌

孝:細 菌感染巣 にお ける好 中球機能制御一 イノシンの

役割 について一.第49回 日本感染症学会中 日本地方会

総 会,2006.10,金 沢.

大 内里恵,長 谷川和子,谷 澤純子,山 西利恵,木 内茂

巳,中 野正行,池 田宏 国,山 本康子,平 川栄一郎:盲

腸 原 発 内分 泌 細 胞 癌 の1例,口 本 臨 床 細 胞 学 会,

zoos.n.

上 野 智 弘,水 崎 隆雄=「MRI顕 微 鏡 を用 い た3He-

4He混 合 液体 の界面形状 へのCasimir効 果 の検 証」

第22回 宇 宙利用 シ ンポ ジウム.日 本 学術会議2006.

1.東 京,

陳 夢元,上 野智弘,福 田耕治,佐 々木 豊,松 原明,

水 崎 隆雄=MRI顕 微 鏡に よる3He-4He混 合 液体相分

離而 の可視化.平 成17年 度 低温物質科学研 究セ ンター

研究成果発表会,2006,3,京 都.

陳 夢 元,上 野 智 弘,福 田 耕 治,佐 々 木 豊,松 原

明,水 崎隆雄:MRI顕 微 鏡 に よる3Hc-4Hc混 合 液体

相 分 離面 の可視化,日 本物 理学 会 第61回 年次大 会,

2〔}06.3,愛 媛,

上 野 智 弘,福 田 耕 治,陳 夢 元,佐 々 木 豊,松 原

明,水 崎隆雄=MRI顕 微 鏡 に よる3He-4He混 合 液体

相分離.界面 の可視化.目 本分子 イメー ジ ング学会第1

回総会,2006.5,京 都.

水 崎隆雄,上 野智弘=MRI顕 微 鏡 を用いた3Hc-4Hc

混 合 液体 の界面形状へのCayimir効 果 の検証.宇 宙環

境利用 に関す る公募地.F研 究成果報告会,20〔16.7,東

京.

thenMY,UenoT,FukudaK,SasakiY,MatsubaraA;

MizusakiT:llevelopmentofMRIMicroscopeand

VisualizationoCPhase-Separated3He-4HeMixtures,

In[ernationalSymposiumonQuantumFluidsand

Solids(QFS2006),2006.8,Kyo[o.

UcnoT,ChcnMY,FukudaK,SasakiY,MatsubaraA,

MizusakiT:DevelopmentofMRIMicroscopeand

VisualizationoCPhase-Separated3He-4HeMixtures.

KAIST-KyotoUniversityJointWorkshoponMagnetic

ResonanceandLowTcmperaturePhysics,2006.10,

Daejeon.

上 野 智 弘,陳 夢 元,小 川 俊 彦,福 田 耕 治,佐 々 木

豊,松 原 明,水 崎 隆 雄=MRI顕 微 鏡 の 開 発 と ヘ リ

ウ ム 混 合 液 体 の 相 分 離 界 面 形 状 の 精 密 測 定,財 団 法 人

日 本 宇 宙 フ ォ ー ラ ム 平 成18年 度 低 温WG「 微 小 重 力

下 に お け る 液 体 ・固 体 ヘ リ ウ ム 」,2006,12,東 京.

UenoT,ChenMY,FukudaK,SasakiY,MatsubaraA,

Mizusaki1':DevelopmentofUltra-highresolutionMRI

andstudiesontheshapeofphase-separa[ed3He-4He

mixlurcsncarthctri-crilicalpoint.1hcAwaji

ConCerence'060nsupercleanmaterials,2006.12,Awaji.

UenoT,ChenMY,FukudaK,$asakiY,MatsubaraA,

MizusakiT:DcvclopmcntofUltra-highresolutionMR]

andstudiesontheshapeofphase-separated3He-4He

mixturesneart6ctri-criticalpoint.健 康 科 学 研 究 交 流

会,2006,1,京 都.

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 科 学 コ ー ス

理学療法学講座

著 書

市橋則 明,伊 吹哲子:下 腿,足 関節,足 部,運 動器 リ

ハ ビ リテー ションの機能 評価II .東 京=エ ルゼ ビァ

ジャパ ン,2006;277-353.

市 橋 則 明,他 多数1内 山靖編集,理 学療法学辞典.東

京:医 学書 院,2006.

王 木 彰,陳 和夫,三 嶋理晃:高 齢者への包括的ア

プローチ とリハ ビリテーシ ョン。大内尉義監修,呼 吸

不 全 の リハ ビリテー シ ョン.東 京:メ ジ カル ビュー

社,2006;224-233.

玉 木 彰:血 液 ガス ・肺機能検査.高 橋仁美他編,動

画 でわか る呼吸 リハ ビ リテー シ ョン.東 京:中 山書

店,2006;53-64.

王 木 彰訳=自 律訓練法 と視覚心像化,漸 進的筋弛緩

法.服 部 祥子他 監訳 包 括 的 ス トレスマ ネー ジメ ン

ト.東 京:医 学書 院,2006;133-152,
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原 著

NakanishiK,ShimizuM,MoriM,AkiyamaH,

OkudairaS,OtsukiB,HashimotoM,HiguchiK,

HosokawaM,TsuboyamaT,NakamuraT:Secreted

丘izzlcd-relatedpro[cin4isancga[ivcrcguLatocofpcak

BMDinSAMP6micc.JBoncMinceRcs,2006;21:

1713…U21.

鈴 木 達 也,市 橋 則 明=円 背 患 者 に 対 し て 体 幹 股 関 節 屈

筋 ト レ ー ニ ン グ を 試 み,姿 勢 の 改 善 が み ら れ た 一 症 例

を 通 し て,理 学 療 法 京 都,2006;35:81-85,

KurokiH,NakagawaY,MoriK,KobayashiM,Yasura

K,OkamotoY,MizunoY,AndoK,IkeuchiK,

Nakamura'1':Maturation-dependentchangeand

reeionalvariationsinacousticstiffnessoCrabbitarticular

cartilage:anexaminationofthcsuperftcialcollagen-

richzoneoCcartilageOs[coar[hritis&Cartilage,

2006;14:754-792.

YasuraK,NakagawaY,KobayashiM,KurokiH,

NakamuraT:Mcchanica且andBiochemicalEfTcct〔>f

MonopolarRadioCrequencyEnergyonHumanArticular

Cartilagc:AnInVitroStudy.AmJSportsMcd,2006;

34;且322一 且32i.

MoriK,NakagawaY,KurokiH,IkeuchiK,Nakashima

K,Mine'1'.Nakamura'1'.KawaiS,Saito'rNon-

CO[IC2C[evaluationrorar[icularCartilageusing

ultrasound.JSMEInternationalJournal,Series,2006;

A49:242-249.

森 浩 二,中 川 泰 彰,黒 木 裕 十=超 音 波 プ ロ ー ブ を 用

い た 関 節 軟 骨 の 力 学 特 性 評 価.計 測 と 制 御,2006;

45:94fl…953.

TamakiAChinKMishimaMBand〔 ♪TWadaH:,,,,

ExerciseCapacityandActivitiesofDailyLivinginLung

TransplantRecipients.Respirology,2006;L1:248-

249.

FujiyamaF,UnzaiT,NakamuraK,NomuraS,Kaneko

'1'
:Differenceinorganizationo!cortiwstria[aland

[halamostria[alsynapsesbetweenpatchandmatrix

compar[men[oCratneos[riatum.EuropeanJournalof

Neuroscience,2006;24:2813-2824.

SakakimaH,KamizonoT,MatsudaF,IzumoK,Ijiri

K,YoshidaY:Midkineanditsreceptorinregenerating

ratskcletaLmuscleafterbupivacaineinjection.Acta

Histochcmica,2006;LO8:357…364.

出 見 世 真 人,玉 木 彰,永 渕 輝 佳,永 冨 孝 幸1禁 煙 が

呼 吸 機 能 お よ び 運 動 能 力 に 及 ぼ す 影 響,三 菱 京 都 病 院

医 学 総 合 雑 誌,2006;13=33-38.

池 添 冬 芽,浅 川 康 吉,島 浩 人,坪 山 直 生1虚 弱 高 齢

者 の 転 倒 恐 怖 感 に 関 与 す る 因 子 の 検 討.運 動 ・物 理 療

法,2006;17=54-60.

池 添 冬 芽,浅 川 康 吉,島 浩 人:3年 間 の 筋 力 トレ ー

ニ ン グ が 高 齢 者 の 体 力 お よ び 移 動 動 作 能 力 に 及 ぼ す 影

響.健 康 科 学,2006;3=1-5.

松 本 大 輔,中 本 順,北 村 和 也,岡 部 修.・,池 添 冬

芽,坂 元 真 由 美,谷Ll洋,傳 秋 光1体 型 ・身 体 組

成 か ら み た 肥 満 症 と メ タ ボ リ ッ ク シ ン ドロ ー ム.神 大

保i建 紀 要,2006;22=13-22.

OhacaK.TsuboyamaT,IchihashiN,MinamiS:

Measurementofmusclethicknessasquantitativemuscle

evaluationforadultswithseverecerebralpalsy.Phys

'1'h
er,2006;86:1231…1239,

大 畑 光 司,市 橋 則 明1大 腿 四 頭 筋 の 筋 疲 労 に よ る 筋 活

動 比 の 変 化 に つ い て.健 康 科 学,2006;2:15-19.

TatcuchiH.YoncdaT.TanakaT.KumadaH.Kadota,,,,

M,OhnoH,TanakaK,YamaguchiJ:Posturalcontrol

forinitiationoflateralstepandstep-upmotionsinyoung

adul[s.JPhysThcrSci,2006;18:49…55.

建 内 宏 重,米 円 稔 彦,田 中 貴 広,熊 円 仁,楊 円 眞

弘,大 野 博 司,田 中.・ 成,山 口 淳:側 方 へ の ス テ ッ

プ動 作 開 始 時 に お け る 姿 勢 制 御 の 加 齢 に よ る 変 化.理

学 療 法 科 学,2006;21=267-273.

総 説(雑 誌 の 依 頼 原 稿 等)

市 橋 則 明,大 畑 光 司,北 潔;変 形 性 関 節 症 の 保 存 療 法

変 形 性 膝 関 節 症 に 対 す る 運 動a#法.関 節 外 科,2006;

25=5且2-5且9.

市 橋 則 明:筋 機 能 ト レ ー ニ ン グ の 理 論 と実 際.理 学 療

法 研 究 長 野,2006;34137-43.

玉 木 彰,陳 和 夫:人 工 呼 吸 管 理 中 の 呼 吸 理 学 療

法.呼 吸 器 科,2006;9=522-530,

玉 木 彰:胸 ・腹 部 外 科 手 術 前 後 の 呼 吸 理 学 療 法,理

学 療 法 福 井,2006;10:17-24,

玉 木 彰,三 嶋 理 晃:呼 吸 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン

ーCOPDを 中 心 に 一 .Aging&Health,2006;15:

24-27.

玉 木 彰=消 化 器 ナ ー ス の お 助 け ク リニ ッ ク.消 化 器

外 科,2〔}06;Nursing;11;91-ys,

大 畑 光 司,市 橋 則 明:ス ポ ー ッ 傷 害 予 防 と 着 地 サ ー
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フェイス,体 育 の科学,2006;56=895-899,

大 畑 光司,市 橋則明1中 枢神経疾患患者の歩行 に対す

る課題特異 的アプローチ.理 学療法京都,2006;35:

25-29.

田 中貴広,建 内宏重:関 節病態運動学4股 関節の運

動学.理 学療法,2006;23:1642-1650.

大 野 博 司,徳 富 真 洋,建 内 宏 重,佐 藤 久 友,山 口

淳,市 川俊 介=痛 み に対 す る装具 療法.理 学療 法,

2006;23:206-21L.

講 演

市橋則 明=理 学療法 にお けるパ ラダイム シフ ト.兵 庫

県 西 播整 形 リハ ビ リテー シ ョン研 修 会,2006.1,兵

庫.

'市橋 則 明
1筋 の機能 と トレーニ ング,大 分県理学療 法

士会33回 研修.会,2006,1,大 分,

市 橋則 明:理 学療法 にお けるパ ラダイム シフ トパー ト

II.兵 庫 県理学 療法士会 但馬 ブロ ック研修会,2006.

z,兵 庫.

市 橋則 明=筋 の機能 と トレーニ ング,神 戸総合医療 専

門学校卒後研修会,2006,4,兵 庫.

市 橋則 明=高 齢者 の体力づ くりと転倒予防,阿 彌陀寺

開1「[忌法要,2006.5,奈 良.

市 橋則 明1理 学療法 にお けるパ ラダイム シフ トー 理学

療法 の定説 を問 う一.京 都府理学療法十会新人教育基

礎講座,2006.6,京 都.

'市橋 則 明
1歩 行 のバ イオメカニ クス と トレーニ ング.

第3回 歩行 リハ ビリテーシ ョンセ ミナー,2006.7,名

古 屋.

市 橋則 明:歩 行 のバ イオメカニ クス と トレーニ ング.

第 斗回歩行 リハ ビリテーシ ョンセ ミナー,2006,7,東

京.

市 橋則 明=歩 行 のバ イオメカニ クス と トレーニ ング.

第5回 歩行 リハ ビリテーシ ョンセ ミナー,2006.8,熊

本.

市 橋則 明=筋 の機能 と トレーニ ング,文 京学院大学ブ

ラッシュア ップセ ミナー,2006.9,東 京.

市 橋則 明=高 齢者 の運動機能 と トレーニ ング.第61回

日本体力 医学会 シ ンポ ジウム シ ンポ ジス ト,2006.

9,兵 庫.

市 橋 則 明;下 肢の運動学 と理学療法。 第835回 日本理

学療法士協 会現職者講習会,2006.10,前 橋,

市 橋則 明=歩 行 のバ イオメカニ クス と体重免荷歩行 ト

レー ニ ン グ.北 九 州 歩 行 リハ ビ リテー シ ョンセ.ミ

ナー,2006.10,福 岡.

市 橋則 明:.ス ポーツ傷害 に対 す る筋 機能 トレーニ ン

グ.ア ス リー トケア研究会研修会,2006.10,大 阪.

玉 木 彰:胸 腹部外科手術前後のll乎吸理学療法.福 井

県理学療法士会研修会講演,2006,2,福 井.

玉 木 彰:ICUに お け る呼吸 理学療 法.秋 田呼吸 ケ

ア懇話 会,2006.3,秋 田.

玉 木 彰:臓 器移植 にお ける呼吸理学療法.呼 吸理学

療法 セ ミナー,2006.フ,札 幌.

玉 木 彰:肺 移植 にお ける呼吸理学療法.第16回 日本

呼吸管理学 会 教育講演,2006.7,札 幌.

玉 木 彰=呼 吸理学療法の ための フ ィジカル アセス メ

ン ト.日 本理学療法士協会現職者講習会 呼吸理学療

法の理論 と実際,2{〕 〔}6、9,京都,

i::木 彰:外 科術後 の呼吸理学療法,日 本理学療法士

協 会現 職 者 講 習会 呼 吸 理 学 療 法 の 理 論 と実 際,

2006,9,京 都,

玉 木 彰:糖 尿病患者 を合併 した呼吸器疾患患者 に対

する理学療法,第41同 全 国研修会教育講演,2006.io,

長 崎.

玉 木 彰:加 齢 に よる運動機能の低下 とその対策.岐

阜県可児市高齢者大学 講演,2006.10,岐 阜.

王 木 彰=人 工 呼吸管 理 中 におけ る理 学療 法士 の役

割.人 工呼吸器公 開セ ミナー,2〔}06.10,名 古 屋,

玉 木 彰:術 前 ・術後 の呼吸 リハ ビリテー シ ョンの最

前 線.信 州 呼吸器 セ ミナー 特 別講演,2006.II,松

本.

池 添 冬芽:転 ばぬ先 の予 防.京 都市東 山 区民 公 開講

座,2006.7,京 都.

池添 冬芽=高 齢者 の転倒予防 と トレーニ ング,京 都府

理 学療 法士会北部 ブ ロック主催研 修会,2006.lo,京

都.

池 添冬芽=体 幹 ・下肢筋の筋力 トレーニ ング法～筋電

図学 的研究 か ら知 り得 た知見 ～.第46回 近 畿理学療法

学術大会SIG,2006,ll,奈 良.

池 添冬芽:転 倒 リスクを中心 としたアセス メ ン トツー

ル とアセス.メン トに基づ いた トレーニ ング処方お よび

実 際.平 成is年 介 護 予 防 サー ビス 従事 者 研 修 会,

2006,12,京 都.
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大 畑光司=運 動学習 トレーニ ング,日 本理学療法士協

会 現 職者 講習 会 「下肢 の運動 学 と理 学療 法」,2006.

10,京 都.

大 畑 光 司=BodyWeigh[Support[readmil]trainingの

実 際.第3回 歩 行 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン セ ミ ナ ー,

z〔}06.7,名 古 屋,

大 畑 光 司:BodyWeightSuppQrttreadmill[rainingの

実 際 第4回 歩 行 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン セ ミ ナ ー,

2006,7,東 京.

大 畑 光 司lBodyWeigh[Supporttreadmilltrainingの

実 際.第5回 歩 行 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン セ ミ ナ ー,

2006.8,熊 本.

建 内宏重1股 関節 の運動学 と トレーニ ング,日 本理学

療法士協会現職者講習会 「下肢の運動学 と理学療 法」,

2006,10,京 都.

建 内 宏重:股 関節 機能 障害 に対 す る評価 ・治療 の視

点.近 江理学療法勉強会 第3回 特別講演,2006,7,

滋 賀.

学 会 発 表

NakanishiR,ShimizuM,MoriM,OtsukiB,Okudaira

S,HiguchiK,NakamuraT,TsuboyamaT',

Chromosome1310cusforpeakfemoralbonemineral

densitymodulatesbonelormationinmice.33rd

EuropeanSymposiumonCalciftedtissues,2006.5,

Prague.

NakanishiR.ShimizuM.MoriM.OtsukiB.Okudaira
,,,,

S,HiguchiK,NakamuraT,TsuboyamaT'.

ChromosomeL310cusforpeakfemoralbonemineral

densitymodulatesboneformationinmice.3rd

InternationalOsteoporosisFoundationAsia-Pacific

RegionalConferenceonOsteoporosis&16thAnuua]

Mee[ingof[heAus[ralianandNewZealandBoneand

MineralSociety,2006.10,PortDouglas,Quccnsland.

中山富貴,坪 山直生,保 坂泰介,戸 口出淳也,中 村孝

志:デ スモ イ ドの 自然経過.第39回 日本整形外科学会

骨軟部腫瘍学術集会,2006.7,札 幌,

巾ll[富貴,保 坂泰介,戸 口円淳也,坪 山直生,巾 村孝

志:軟 部悪性腫瘍 の治療成績.第39回 目本整形外 科学

会骨軟部腫瘍学術集会,2006,7,札 幌.

保 坂泰介,中 山富貴,坪 山直生,中 村孝志,戸[出 淳

也=5年 以 上無病期間 を維持 した後 に再燃 した骨 肉腫

の3例,第39回 日本整 形外科 学 会骨軟 部腫瘍 学術 集

会,2006.7,札 幌,

巾 西 りか,清 水 基 行,大 槻文 悟,奥 平 修 三,森 政

之,樋 口京・・,坪 山直生,中 村孝志:マ ウス第13番 染

色体上 に存在す る骨量制御遺伝子座 は骨形成 を調節す

る.第24回 日本骨代謝学会学術集会,2006.7,東 京.

保 坂泰介,中 山富貴,中 村孝志,坪 山直生,戸 口出淳

也:大 腿 骨 遠 位 部 骨腫 瘍 に対 す るK-MAXKNEE

systemの 使 用 経験,中 部 日本整形外 科災害 外科学 会

第IOi回 学 術集会,2006,10,兵 庫.

中 西 りか,清 水 基 行,森 政 之,大 槻 文悟,奥 平 修

三,樋 口京.・,中 村孝志,坪 山直生:マ ウス第13番 染

色体上骨量制御遺伝子座の解析.第8回 日本骨粗懸症

学 会,2006.10,東 京.

大 槻 文悟,清 水基 行,奥 平修 三,中 西 りか,坪 山直

生,中 村孝志:マ ウス第ll番 染色体上 には大腿骨断面

の形状 を規 定す るQTI.が 存 在する,第zi回 日本整形

外科学会基礎学術集会,2006,n,長 崎.

雛 田知子,森 本 剛,長 尾能雅,坪 山直生1大 学病院

におけ る転倒 ・転 落対 策(q=転 倒 ・転 落アセス メン

トス コア と転倒 ・転落の関連.医 療の質 ・安全学会第

1回 学術集 会,2006.ll,東 京.

森 本 剛,雛 田知子,長 尾能雅,坪 山直生=大 学病院

におけ る転 倒 ・転 落対 策(2)1病 棟 特性 に基づ く病棟

転倒 リス クス コアの開発.医 療の質 ・安全学会第1回

学術集会,2006.ll,東 京.

木 原健 二,大 畑 光 司,中 徹,向 井 公一,春 田大

志,生 友 尚志,坪 山直生=重 度脳性麻痺者の尖足 と踵

骨sti[Cmcss値 の 関係 第41回 日本 理学療 法学術大 会,

20〔〕6.5,前 橋,

渡 邉 明 代,大 畑 光 司,春 田 大 志,前 田 和 之,中

徹,坪ll[直 生=成 人脳性麻痺者の骨強度 と筋厚 ・筋緊

張 との関係.第41回 目本理学療法学術大会,2006.5,

前 橋.

南 哲,大 畑光司,橋 本千恵子,野 上曜子,上 出純

恵,坪 山直生=成 人脳性麻痺者の脊柱側:1:の 特 徴一 姿

勢 自立度お よび背筋 群 の筋厚 と運動 機能 との関連 性

一 .第41回 日本理学療法学術大会,2006.5,前 橋.

矢 野生子,大 畑光司,向 井幸一,宇 佐美勝也,船 戸正

雄,坪 山直生:成 人脳性麻痺者 にお ける姿勢 と呼吸の

関係.第41回H本 理学療法学術大会,2006.5,前 橋.

藤 山文乃,雲 財 知,中 村公一,野 村 嶢,金 子武嗣

ラッ ト線条体パ ッチ ・マ トリックス構造 に対す る大

脳皮 質お よび視床 入力 の違い を形態的 に解析す る.第

29回 日本神経科学大会,2006.7,京 祁,
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萩原二義,野 村 蟻1東 洋医学 としての鍼灸医療 にお

け る解 剖学 的知識 と研 究の意 味 と位置付 け.第5回

コ ・メデ ィカル形態機能学会,2006.9,山 形.

市 橋則 明,池 添冬芽,大 畑光司,坪 山直生:高 齢者 に

対す る立位 ステ ッピングテス トの有効性.第41回 日本

理学療法学術大会,2006.5,前 橋.

市橋則明,池 添冬芽,大 畑光司=安 静時 と収縮時にお

ける大腿四頭筋の筋厚変化量の測定によって筋力発揮

水準の推定は可能か?第4.1回 日本理学療法学術大

会,2〔〕06.5,前橋,

岩下篤司,.市 橋則明,池 添冬芽,大 畑光司1ペ ダリン

グ動作 と トレッ ドミル歩行お よびスクワ ッ ト動作 にお

ける下肢筋 の筋活動量比率の検討,第41回 日本理学療

法学術大会,2006.5,前 橋.

森 公 彦,市 橋 則 明,南 角 学,宮 坂 淳 介,池 添 冬

芽,中 村孝志1ス クワ ッ ト肢位の筋電図学的分析 足

圧 中心位置 と骨盤前後傾斜の影響.第41回H本 理学療

法学術大会,2006.5,前 橋.

森 公 彦,大 畑 光 司,南 角 学,宮 坂 淳 介,市 橋則

明,中 村孝志=底 屈制動短下肢装具歩行 におけ る筋奄

図学 的検討.第61回 日本体力医学会大会,2006.9,神

戸.

宮 坂淳介,市 橋則明,森 公彦,中 村孝志=血 流制限

下 での筋力 トレーニ ングの筋電図学的分析 収縮様式

による違 い,第41回 日本理学療法学術大.会,2006,5,

前 橋.

福 元 喜 啓,大 畑 光 司,市 橋 則 明,塚 越 累,木 内 隆

裕,田 巾 泉,南 昌宏:人 工股関節全置換術後の膝

伸展筋力 回復 における角度特性 について.iy41回 日本

理学療法学術大会,2006.5,前 橋.

西 村 純,市 橋則 明,日 下 部虎 夫,奥 田 良樹=ラ グ

ビー選手 のハ ムス トリングスの肉離れ と筋力 ・運動能

力 ・柔 軟性 の 関係.第41回 日本理 学療 法学 術大 会,

2006.5,前 橋.

西 村 純,市 橋則明,大 畑光司,中 村孝志1ラ グビー

選手 のハ ムス トリングスの 肉離れ に影響 を及ぼす因子

の検討,第61回 日本体力医学会大会,2006.9,神 戸.

宮 坂淳介,市 橋則明,森 公彦,中 村孝志:体 幹前傾

角度 お よび足圧 中心が ス クワ ッ ト動作時の筋活動 に及

ぼす 影響.第61回 日本 体力 医 学会 大会,2006.9,神

戸.

森 公彦,南 角 学,三 戸 由美子,市 橋則明,川 那辺

圭一,中 村孝志,坪 山直生:変 形性股関節症患者の腰

椎 ア ライメン トが運動機能 に及 ぼす影響,第16回 京 都

府理学療法士学会,2006.2,京 都.

宮 坂淳 介,市 橋則明,中 村孝志:血 流制限』ドでの筋力

トレーニ ング時 の筋活動量 圧迫条件お よび収縮様式

による影響.第is回 京 都府理学療法士学会,2006.2,

京 都.

櫻 木一成,市 橋則明,西 村 純,奥 田良樹,日 下部虎

夫=OKGで の等 尺性膝屈伸筋力 とCKCで の等 尺性

脚伸展力 お よびペ ダリングカの関係.第16回 京 都府理

学療法士学会,2006.z,京 都.

西 村 純,市 橋則明,奥 田良樹,日 下部虎夫=ジ ャン

プ トレー ニ ングお よびCKC筋 力 トレーニ ングが パ

フォーマ ンス とOKCで の 膝屈伸筋力 に与 える影響.

第16回 京 都府理学療法 士学会,2006.z,京 都,

三戸 由美子,南 角 学,市 橋則明,川 那辺圭一,巾 村

孝志:股 関節疾患患者 の単関節お よび多関節運動 にお

け る下肢筋力 と歩行能力 との関連性.第46回 近 畿理学

療法学術大会,2006.ll,奈 良.

伊 吹 哲 子,宮 坂 淳 介,森 公 彦,市 橋 則 明,中 川 泰

彰,中 村孝志=前 鋸筋上下部の筋電図学的解析一 肩

関節角度 ・運動方 向に よる比較一,第3回 肩の運動機

能研究会,2006.9.東 京,

KurokiH,NakagawaY,MoriK,KobayashiM,Yasura

K,SuzukiT,MizunoY,AndoK,Ohashi"1',IkcuchiK,

NakamuraT:Autologousosteochondralgrafting

Changeinplugcar[ilagestillnessovertime.The6th

ICRSSymposium,2006.1,SanDicgo.

NakagawaY,MoriK,KobayashiM,KurokiH,Suzuki

T,YasuraK,OkamotoY,NakamuraT:Mechanical

propertyoCgraRedcartilageduringmosaicplasty.The

6thICRSSymposium,2006.1,San--iego,

YasuraK,NakagawaY,KobayashiM,KurokiH,

OkamotoY,NakamuraT:Mechanicalandbiochemical

c[Cectofmonopolarradiofrequcncyenergyonhuman

articularcarしilagc.Thc6thICRSSymp`)sium,2006.1,

SanDiego.

OkamotoY,NakagawaY,KobayashiM,YasuraK,

KurokiH,Nakamura'1':Osteochondralgraftingfor

treatmentofmassivechondraldefec[oftheYCLdeficit

knee:acasereport.The6thICRSSymposium,

2006.1,SanDicgo.

KurokiH,NakagawaY,MoriK,KobayashiM,Yasura

K,OkamotoY,NishitaniK,NakamuraT:Maturation-

dependentchangeinacousticstiffnessoCrabbitarticular
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cartilagefacedwitheachother.The2006World

CongressonOsteoart6ritis,2006.12,Prague.

岡 徹,水 野 泰 行,古 川 泰 三,伊 吹哲f,小 林 雅

彦,中 川泰彰,黒 木裕十:広 範囲膝骨壊死 に対する骨

軟骨移植術(モ ザ イクプラス テ ィ)後 の理学療法の経

験.第41回 日本理学療法学術大会,2006.5,前 橋.

黒 木 裕 士,中 川 泰 彰,森 浩 二,小 林 雅 彦,安 良

興,岡 本幸大,巾 村孝志:重 度内側型変形性膝関節症

における膝蓋大腿関節の超音波特性.第31回 口本膝関

節学会,2006.6,沖 縄.

内 藤紘 一,田 中 まや,玉 木 彰:COPDを 合 併 した

肺癌患者 に対す る右 中葉下葉切除術前後の埋学療法.

第16回 京 都府理学療法士学会,2006.2,京 都.

玉 木 彰,大 島洋平,辻 田純三,越 久仁敬:.F肢 ペ ダ

リング時 におけ るLocomotorRespiratoryCouplingの

発 生状 況 に 関 す る研 究.第61回 口 本 体 力 医 学 会,

2006,9,宇 申戸.

大 島洋平,玉 木 彰,辻 田純三,越 久仁敬=上 肢ペ ダ

リ ン グ時 に お け る 運 動 能 力 の 違 い がLocomo1Qr

RespiratoryC〔>uplingの 発 生 に及 ぼす影響.第61回 日

本体力 医学 会,20〔 〕6、9,神 戸,

玉 木 彰,内 藤 紘一,長 谷 川 聡,辻 田純三,越 久 仁

敬:意 図的な運動一呼吸 リズ ムの誘発が トレーニ ング

効 果 に及 ぼす影響.第41回 日本理 学 療法学 術大 会,

2006,5,.自 曾橋.

長 谷川 聡,玉 木 彰=呼 吸不 全患者 の運動療法 にお

け る呼 吸 パ ター ンの評価 と治 療一Loc〔}mot〔>rRcspi-

storywuplingの 応 用一.第41回 日本理学療 法学術大

会,2006.5,前 橋,

玉 木 彰,陳 和夫,三 嶋理晃=肺 移植患者の運動能

力 とADL能 力 の 変化.X16回 日本 呼 吸管 理学 会,

2006,7,ネL巾 晃.

田 中 まや,玉 木 彰,宮 崎博 子,西 村 浩 一=COPD

に対 す る外来呼吸 リハ ビリテーシ ョンの2年 の経過.

第16回 日本呼吸管理学会,2〔}06.7,札 幌.

喜.多知沙,玉 木 彰:呼 吸器循環器内科病棟 における

専 属理 学療 法士 配属 の試み,第16回 口本呼 吸管理 学

会,2006.7,札 幌.

TamakiA,ChinK,MishimaM,BandoT,WadaH

ExercisecapacityandActivi[icsoCDailyLivinginLung

TransplantRecipients.AsianPacificSociclyoCRespir-

o且〔>xv,2〔}06.11,Kyoti).

榊 間 春 利,森 本 典 夫,丹 羽 さ よ 子,徳 久 朋 子,増 満

誠1在 宅高齢者 にお ける運動視機能 と活動能力 につい

て.第41回 口本理学療法学術大会,2006.J,前 橋.

池 添冬芽,浅 川康吉,島 浩 人,市 橋則明1高 齢女性

と若年女性 における固有筋力の違い についてsy41回

H本 理学療法学術大会,2006,5,前 橋.

池 添冬芽,浅 川康吉,島 浩 人,市 橋則明1虚 弱高齢

者 に対 する転倒 リス ク予測の ための運動機能ス ク リー

ニ ング法 につ いて .第41回 日 本理学 療法学 術大 会,

2006.5,前 橋,

池 添冬芽,市 橋則明=虚 弱高齢者の立 ち上が り ・歩行

能力 を規定 す る因子,第48回 日本老年 医学 会学術 集

会,2006.6,金 沢,

池添 冬芽,市 橋則明1地 域在住高齢者 に対す る運動教

室 において トレーニ ングの内容 による効果の違いはあ

るか?第61回 口本体力医学会大会,2006.9,神 戸.

巾 本 順,松 本大輔,西 山花生里,池 添冬芽,田 野香

菜,松 井尋美,中 山知未一II下 修司,傳 秋光1慢 性

腎不全血液透析患者 の リハ ビリテーシ ョン 第1報:

糖 尿 病 ・非糖尿 病患 者 の 日常 生 活活動 度(運 動 量)

と,SF-36下 位 尺度項 目に よるQOL評 価.第41回 日

本理学療法学術大会,2006.5,前 橋.

松 本大輔,中 本 順,池 添冬芽,坂 元真由美,岡 部修

一
,谷 口 洋,傳 秋光=内 臓脂肪面積100cm2以 上

の メタボ リックシン ドローム患者 と隠れ メタボ リック

シン ドローム患者 の血液所見 ・血圧値 ・身体組成の比

較.第41回 口本理学療法学術大会,2006.5,前 橋.

松 本大輔,巾 本 順,池 添冬芽,坂 元真由美,岡 部修

・
,谷 口 洋,傳 秋 光:隠 れ メ タボ リック シン ド

ローム患者 の身体組成的特徴.臨 床運動療法研 究会,

2006.4.

西 村 麻美,池 添冬芽,北 瀬真司,張 知恵1高 齢者 に

おけ る転倒恐怖感 に影響す る因子 について.第16回 京

都府理学療法士学会,2006.z,京 都.

大 畑 光司,市 橋則 明,向 井公一=体 重免荷(BWS)歩

行 における免荷量 と酸素消費量の関係,第41回 日本理

学療法学術大会,2006.5,前 橋.

大 畑 光 司,市 橋 則 明,春 円大志,南 哲,向 井 公

・
,中 徹,坪 山直生1重 症脳性麻痺児 ・者 におけ

る筋骨格系 の加齢変化 超音波画像解析 を中心 に.第

41回 日本理学療法学術大会,2006,5,前 橋.

大 畑光 司,市 橋則明=ラ グ ビー選手 とジャ ンプ動作 の

動作特性 につ いて,第19回 日本バ イオメカニ クス学会

大会,2006.9,埼 玉,
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大畑光司,市 橋則明,坪 山直生=脳 性麻痺児の骨強度

と運動 機 能 の 関係.第61回 口本 体 力 医 学 会 大 会,

2006,9,神 戸.

生 友 尚志,永 井 宏達,西 本智 一,田 篭 慶 一,大 畑 光

司,山 本 昌樹,中 川法一,前 出 香,綾 出裕子=広 背

筋 の機能 的分化 につ いて 体幹側屈時の筋活動 に着 目

して,第41回 日本理学療法学術大会,20〔}6、5,前 橋,

建 内宏重,市 橋則明1変 形性股関節症患者 におけるス

テ ップ動作時 の予測的姿勢調節.第61回 日本体力医学

会大会,2006.s,神 戸.

建 内宏重,田 中貴広,市 橋則明,山 口 淳=変 形性股

関節症患者 における側方へのス テ ップ動作の解析一 力

学 的負荷 の変化へ の適応一.第33回 日本股関節学会学

術集会,2〔 〕06.1〔},品川,

建 内宏重,市 橋則明:側 方への ステ ップ動作開始時 に

おける制御 メカニズ ム.第19回 口本バ イオメカニ クス

学 会大会,2006.9,埼 玉.

佐 藤 久 友,建 内 宏 重,熊 田 仁,楊 田 眞 弘,大 野

博,山[淳=身 体重心の前後変位 におけ る関節モー

メン トと筋活動 の変化.日 本私立医科大学埋学療 法学

会,2006.1〔}.7,福 岡,日 本私 立医科大学 理学療法 学

会誌13,2006,

佐 藤 久 友,建 内宏 重,高 山竜 二,熊 田 仁,楊 田眞

弘,大 野博 司,山 口 淳:身 体重心の前後変位 におけ

る股 関節周 囲筋 の筋活 動.近 畿理 学療 法学 術大 会,

2006,ll.26,奈 良,近 畿理学療法学術大会誌,2006;

36:67-68.

建 内宏重,田 中貴広,市 橋則明,山 口 淳=変 形性 股

関節症患者 にお ける側方への ステ ップ動作の解析一 力

学 的負荷 の変化へ の適応一.第33回 日本股関節学会学

術 集会,2006.10.27-28,品 川,口 本股 関節 学会抄 録

集,294,2006.

建 内宏重,市 橋則明1変 形性股関節症患者 におけるス

テ ップ動作時 の予測的姿勢調節.第61回 日本体力医学

会 大 会,2006.9.24-26,神 戸,体 力 科 学,2006;

55(6):842.

建 内宏重,市 橋則明:側 方への ステ ップ動作開始時 に

おける制御 メカニズ ム.第19回 日本バ イオメカニ クス

学会大会,2006.9.13-14,埼 玉,第19回 日本バ イオ メ

カニ クス学会大会論集,2006;89.

リ ハ ビ リテ ー シ ョン科 学 コー ス

作業療法学講座

著 書

山根 寛1新 クイックマス ター 「精神看 護学」,松 下

ス ト

正 明 ・坂 田 三 允 編.東 京1医 学 芸 術 社,2006;

313317.

山根 寛編著=精 神看護エ クスペ ール16=リ エ ゾン精

神看護.東 京=中 山書店,2006;48-56.

山 根 寛編 著=伝 え る こ との障 害 とア プローチ.東

京;三 輪書店,2006;2-20,69-82,

山根 寛編著:移 る ことの障害 とアプローチ,東 京:

三輪書店,2006;2一 且5.

山根 寛:精 神科 リハ ビリテーシ ョン学.目 本精神保

健 福 祉 士 養 成 校 協 会 編.東 京=中 央 法#k,2006;

140-144,L45-146.

山根 寛=精 神障害=身 体 に働 きか ける作業療法 アプ

ローチ。 日本作業療法士協会編。東京1日 本作業療 法

士協会,2006;5-7.

lll根 寛=ニ ューロ ングステイをつ くらない作業療法

の コッ.日 本作業療法士協会編.東 京:目 本作業療法

士協会,2006;6-8.

山根 寛:精 神保健福祉 白書2007.精 神 保健福祉白書

編集委 員会編,東 京=中 央法規,2006;ias.

山根 寛:精 神科 リハ ビリテーシ ョン学,日 本精神保

健 福 祉 士 養 成 校 協 会 編,東 京1中 央 法 規,2006;

140…144,145…146.

加 藤 寿宏:知 的障害 とコ ミュニ ケーシ ョンー 子 ど もと

作 業療 法十 をつ な ぐsensorycommunication一.山 根

寛編,伝 える ことの障害 とアプローチ.東 京=三 輪書

店,2006;as-97.

加 藤 寿宏:軽 度発達障害,福 田美恵子編,発 達過程作

業療法学,東 京1医 学書院,2006;zio-246.

土 田玲子,小 西紀 ・,岩 永竜・・郎,太 円篤志,加 藤寿

宏,他6名:感 覚統合 とその実践第2版.東 京:協 同

医書 出版社,2006.

腰 原菊恵:早 期作業療法評価の視点.小 林正義編,作

業療法 マニュアル32,ニ ュ ーロ ングステ イをつ くらな

い作 業療 法 の コッ,東 京;日 本 作 業 療 法 士 協 会,

zoos;13-18,

松 林 潤=睡 眠ポ リグラフ ィのス コア リングを行 うう

えで の 留 意 点.NPO法 人OsakaSleepHeal[hNer-

work編,睡 眠 医学 を学ぶ 人のため に専 門医の伝 える

実践 睡眠医学一.永 井書店,2006:16S-179.

原 著

丸山恵利加,山 根 寛,浅 野房世:在 宅療養中の関節

リウマチ患者 に対す る園芸療法の可能性 について.精
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神 認知 とOT,2006;3=339-344,

山 根 寛=コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン と して の 作 業 ・身 体.

作 業 療 法,2006;25=393-400.

山根 寛=精 神科作業療法の現状 と課題,口 本精神病

院協会雑誌,2006;25118-23.

山内俊雄,宮 本真己,佐 藤三四郎,稲 森晃 ・,ili#k

寛他:司 法精神医療従事者の研修 ・教育ならびに専門

家養成 システムの作成実行に関する研究.平 成17年 度

厚生労働科学研究 「触法行為を行った精神障害者の精

神医学的評仙,治 療,祉 会復帰に関する研究」分担研

究報告,2006,

岩佐順子,山 根 寛,腰 原菊恵,山 本可奈子,須 田満

子,他:京 都大学医学部附属病院精神科神経科におけ

る作業療法の現状 と課題一精神科作業療法室の活動

2004.健 康科学京都大学医学部健康科学紀要,2006;

z:sisa.

十・・元三=広 汎性発達障害の神経学的基盤一 内側側頭

葉 と前 頭 前 野 を 中心 に.現 代 の エ ス プ リ,2006;

4ti4:67-77.

佐 野 三菜子,二 木淑子,他2名1ビ デ オ画像注視課題

にお け る半 側空 間無視 の異常 眼球 運動パ ター ンの検

討..イ乍業療法,2006;25:322-333.

土 出玲子,岩 永竜一郎,山 出 孝,太 出篤志,加 藤寿

宏,日 出勝子,永 井 洋一=日 本版 感覚統 合検 査 の開

発.感 覚統合研究,2006;ll:1-3.

岩 永 竜一郎,山 出 孝,土 出玲子,太 出篤志,加 藤寿

宏,日 田勝子,永 井洋一:日 本版感覚統合検査 姿勢

運動 ・前庭一 固有受容覚検査,感 覚統合研究,2006;

1且:5-10,

太 田篤志,岩 永竜.・郎,III田 孝,土 田玲子,加 藤寿

宏,H田 勝子,永 井洋一:日 本版感覚統合検査 体性

感覚系検査.感 覚統合研究,2006;ll=ll-19.

加 藤 寿宏,山 出 孝,土 出玲子,岩 永竜一郎,太 出篤

志,日 田勝子,永 井洋一:日 本版感覚統合検査 行為

機 能検査,感 覚統 合研究,2006;ll=21-28,

口田勝子,岩 永竜一郎,山 田 孝,土 田玲子,太 田篤

志,加 藤寿宏,永 井洋.・:日 本版感覚統合検査 視知

覚系検査.感 覚統合研究,2006;lll29-35.

加 藤 寿宏=幼 児期 ・学齢期高機能広汎性発達障害児 に

対 す る作 業 療法 支援.OTジ ャー ナ ル,2006;40:

1063…LO68,

西岡陽子,加 藤寿宏:通 園施設における集団での遊び

支援.感 覚統合研究,2006;u:45-55.

腰 原菊恵,山 根 寛:神 経性無食欲症 に対す る作業療

法 の関与.作 業療法,2006;25:124-134.

酒井 浩,加 藤寿宏=注 意制御課題実施時の前頭前野

領域 における血 中ヘモ グロ ビン濃度の変化.京 都大学

医学部保健学科紀要健康科学,2〔}06;3:7-15,

総 説 。その他

山根 寛=伝 える ・伝 わる一 コ ミュニケー シ ョンの し

くみ一.精 神認知 とOT,2006;2=199-203.

宮 田 千恵子,山 根 寛1ど う して話 さない の一 絨 黙

症.精 神認知 とoz,2006;2=199-203.

山根 寛=私 の研 究方 法論;「 なぜ,ど う して」 がは

じま り。精神障害 とリハ ビリテーシ ョン,2006;10:

34…35.

加 藤寿宏,東 海林美希子1訪 問療育 におけ る作業療法

支援.作 業療法,2006;25:31i-32L

加 藤 寿 宏=子 ど もの 高次脳 機 能障 害 に対 す る支援.

OTジ ャーナル,2006;40=809-817.

学 会 発 表

山根 寛:コ ミュニケーシ ョンとしての作業 ・身体.

第40回 日本作業療法学会,2006,7,京 都,

山根 寛=働 く人のメ ンタルヘ ルスー 自律 と適応の援

助.第5回 沖縄県作業療法学会,2006.10.

山根 寛:働 く人の メンタルヘ ルスー 自律 と適応の援

助.第5回 沖縄県作業療法学会,2006.10.

山 本 陽 香,武 田真 貴 子,安 藤 道 彦,小 野 泉,三 谷

章:運 動発現 に関与す る脳活動一脳磁図計測法 を用い

て一.第40回 日本作業療法学会,2006.7,京 都,

市 川 あや こ,植 田京 子,柳 本 千容,小 野 泉,旺 谷

章:作 業提示 の違 いに よる脳活動の変化一 脳磁図計測

法 を用 いて一.第40回 日本作業療法学会,2006.7,京

都.

井 口知也,二 木淑子,東 元 尚子:高 齢者 におけ る作業

活 動 に対 する個 人的価値 観の分析一COPMの 枠 組 み

を使 った面接法 を用 いて,第40回 日本作業療法学会,

2006,7,京 都.

佐 野 三菜子,二 木淑子:認 知症の上肢機能検査 におけ

るメ トロノーム使用 の影響.

加 藤寿宏=軽 度発達障害児 を もつ家族の主訴 と学級担

任 の主訴,第40回 日本作業療法学会,20〔}6.フ,京 都.

加 藤寿宏:軽 度発達障害児の支援パ ー トナー として一
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目置 かれ るため に.第24ful日 本 感 覚統 合学 会研究 大

会,2006.12,新 潟.

EnatsuK,MikuniN,TakiJ,HashimotoN,IkedaA,

MatsubayashiJ,BegumT,UsuiK,NagamineT,

FukuyamaH:Comparisonbetweenmagnetometerand

gradiomctcrforspikedetectioninpatientswithmedial

tempora且lobeepilepsy.BIOMAG2006,thel5th

InternationalConferenceonBiomagnetism,2006,

Vancouver.

松 林 潤,長 峯 隆,前 澤仁 志,江 夏 怜,臼 井桂

子,立 花直子,福 山秀直:聴 覚刺激 によって発生する

ノンレム睡 眠時 の長潜時脳磁場成分の竃流源の探索.

第36回 日本 臨床神 経生 理 学 会 ・学 術大 会,2006,横

浜.

腰原菊恵1「 作業療法はどう生活 を支援できるか」自

立支援法に何 をみるか大いに語ろう,第40回 口本作業

療 法 学 会,2006.7,京 都,

白井はる奈,岡 円俊:高 機能広汎性発達障害に対す

る精神科デイケアプログラム作成に向けての予備的検

討:通 所者に対する聞 き取 り面接を通 じて.日 本児童

青年精神医学会47回 総会,2006.

白井 はる奈,白 井肚一,宮 口英樹,藤 原瑞穂=あ る重

度認 知症高 齢者 の笑 い ・笑 顔表 出 に関す る縦 断 的研

究.第40回 日本作業療法学会,2006.7,京His,

白井 壮一,白 井 はる奈1重 度認知症高齢者 に与 える介

入者 の非言語 的サ イ ンの影響.第40回 口本作業療法学

会,2006,7,京 都.

白井佐知子,白 井 はる奈=モ ヤモヤ病幼児 に集中力改

善 をもた らした要 因に関す る一考察,第40回 日本作業

療法学会,2006.7.京 都,
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